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事業報告書の発行にあたって

滋賀県では、平成30年3月に滋賀県保健医療計画が改訂され、平成30年度から平成35年度の6年間の

計画がスタートしました。これまで本県では、リハビリテーション推進計画にもとづいて体制整備が図られ

てきましたが、平成30年度からは保健医療計画にもとづいて推し進められることとなります。 
改定された保健医療計画においては、「県民誰もがあらゆるライフステージにおいて、持ちうる能力を活

かし、自立して活動、社会参加しながら地域で暮らすことができる」ことを目指す姿としており、この姿の

実現に向けて当センターも事業を展開していくこととなります。 
この“自立して活動、社会参加しながら地域で暮らすことができる”を推し進めるにあたっては、医療機

関等で実施される効果的で先進的な医学的リハビリテーションのみならず、地域包括ケア体制をシステムと

する地域共生社会づくりに向けて、自助・互助・共助・公助の広い領域にわたって地域で展開されるリハビ

リテーション活動が重要です。これは、医療関係者だけで完結するものではなく、人々の望む生活や社会参

加の状況に応じた関わりが行えるように、住民と多方面にわたる領域の支援者等が連携、協働しなければ達

成なし得ないものであると認識しております。 
当センターでは、平成 29 年度から地域で活動できるリハビリテーション専門職の人材育成を実施してお

り、平成 30 年度までの 2 年間で 65 名の修了者を輩出いたしました。今後は実効的な評価に基づく活動体

制の整備が必要と考えられます。リハビリテーション専門職は、人々の心身機能や能力、障害特性の理解に

立脚して、活動や参加にかかわる支援が可能な職種であり、その職能を現在実施されている連携した地域支

援の中へ活かすことは、生活に対する効果的な支援につながるものと考えております。 
当センターでは、県民の皆様や関係する機関、団体のご支援、ご協力を得ながら、引き続き目指す姿に向

けて取り組んでまいります。 

令和元年 月

滋賀県立リハビリテーションセンター

所 長 川上 寿一 



 
目 次

Ⅰ リハビリテーションに関するネットワークの形成

１．総合リハビリテーション推進会議の開催

（１）平成 年度の開催状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）総合リハビリテーション推進会議における今後の方向性・・・・・・・・・・・・・

（３）総合リハビリテーション推進会議委員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．地域リハビリテーション推進庁内連絡会議の開催

（１）平成 年度の開催状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）「地域リハビリテーションに係る関係機関・団体一覧」の作成・・・・・・・・・・

（３）地域リハビリテーション推進庁内連絡会議における今後の方向性・・・・・・・・・

３．地域リハビリテーション情報交換会の開催

（１）事業目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）実施結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）地域リハビリテーション情報交換会における今後の方向性・・・・・・・・・・・・

４．第 回滋賀県多職種連携学会研究大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５．リハビリテーションに関連する団体などへの支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ リハビリテーション相談支援事業

１．相談（電話、来所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．ピアカウンセリング支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．福祉用具・義肢装具の相談・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．リハビリテーション交流会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅲ リハビリテーション推進事業

１．研修会の開催

（１）専門研修の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）教育研修事業推進部会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．県民参画事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．調査研究事業

（１）事業背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）委託調査・研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）専門選定会議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1

1

1

2

3

3

3

4

4

4

6

7

7

7

8

9

20

21

23

23

23



 
目 次

Ⅰ リハビリテーションに関するネットワークの形成

１．総合リハビリテーション推進会議の開催

（１）平成 年度の開催状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）総合リハビリテーション推進会議における今後の方向性・・・・・・・・・・・・・

（３）総合リハビリテーション推進会議委員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．地域リハビリテーション推進庁内連絡会議の開催

（１）平成 年度の開催状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）「地域リハビリテーションに係る関係機関・団体一覧」の作成・・・・・・・・・・

（３）地域リハビリテーション推進庁内連絡会議における今後の方向性・・・・・・・・・

３．地域リハビリテーション情報交換会の開催

（１）事業目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）実施結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）地域リハビリテーション情報交換会における今後の方向性・・・・・・・・・・・・

４．第 回滋賀県多職種連携学会研究大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５．リハビリテーションに関連する団体などへの支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅱ リハビリテーション相談支援事業

１．相談（電話、来所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．ピアカウンセリング支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．福祉用具・義肢装具の相談・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．リハビリテーション交流会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅲ リハビリテーション推進事業

１．研修会の開催

（１）専門研修の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）教育研修事業推進部会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．県民参画事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．調査研究事業

（１）事業背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）委託調査・研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）専門選定会議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
（４）研究活動支援研修会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．広報

（１）情報誌「和み」発行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５．専門支援

（１）高次脳機能障害への支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）就労等医学的支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）神経難病に関わる支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（４）福祉用具普及啓発事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（５）補装具等適正利用相談支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（６）通所介護事業所に対する運動機能及び生活機能向上支援事業・・・・・・・・・・・

（７）地域の学校に就学する障害のある児童への支援事業・・・・・・・・・・・・・・

（８）「地域共生社会」を実現するためのリハビリテーション人材育成プロジェクト・・・

（９）「聴こえの講演会」事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅳ 更生相談係（身体障害者更生相談所）業務の実施状況

１．相談実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．判定実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．市町別判定実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．年度別実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５．来所・巡回相談実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

６．障害者支援施設入所調整状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅴ リハビリテーションセンター医療部門の状況

１．医療部門業務の実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅵ その他の事業

１．専門チーム活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（１）高次脳機能障害チーム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）難病チーム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．学会等での発表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．論文等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．外部への協力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

23

24

37
41

45

48

48

50

51

53

60

61

61
62

66

67

67

69

73

73

74

75

112

113



 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハビリテーションに関する 

             ネットワークの形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 



  

− 1 −



 

− 2 −



  
� � � � � ෆ� � ᐜ� � � �

ձ滋賀県におけるリハビリテーションの推進について�

ղ滋賀県立リハビリテーションセンターにおける要事業について�

ճ「共生社会」を実現するためのリハビリテーション人材育成ࣟࣉジࢡ࢙トについて�

մその、「地域リハビリテーションにかかる関係機関・団体୍ぴの᭦᪂」について�

�

㸦㸰㸧「地域リハビリテーションに係る関係機関・団体୍ぴ」のస成�

� � � � ᗇෆ連⤡会㆟のᵓ成ㄢ・関係機関のពぢを⫈取し、「地域リハビリテーションに係る関係機関・団�

体୍ぴ」の᭦᪂を行った。స成した୍ぴについては、ࠗ「地域共生社会」を実現するためのリハビリテ�

ーション人材育成ࣟࣉジࢡ࢙ト の୍࠘㈏である、「地域リハビリテーション人材育成◊修」ྲཱྀ ㅮ者等に�

㓄ᕸを行うとともに、滋賀県立リハビリテーションセンター࣍ーム࣌ージにᥖ㍕した。�

�

㸦㸱㸧地域リハビリテーション推進ᗇෆ連⤡会㆟における今後の方向性�

平成��年度より、地域リハビリテーションの推進のどⅬで、組⧊ᶓ᩿的に目指す姿の共᭷や現状・

取組を共᭷し、より効果的・効⋡的な取組を行うため、ᗇෆ連⤡会㆟をタ⨨した。�

県立リハビリテーションセンターで実施している事業や平成 �� 年度より実施した、ࠗ「地域共生社

会」を実現するためのリハビリテーション人材育成ࣟࣉジࢡ࢙ト࠘についてのㄝ᫂を行い、取組の共

᭷とពぢを行った。�

人材育成ࣟࣉジࢡ࢙トを㏻してリハビリテーション専門職が地域と連携およࡧ活㌍するための支援

体制のᵓ⠏、様々な領域に関連する支援者の人材育成や地域支援およࡧリハビリテーションに関連す

る地域㈨※のぢえるについてᮇᚅされるពぢがあった。�

今後は、ྛㄢ・ᐊからのពぢを、関係ྛㄢ・ᐊとも協㆟のうえ、県立リハビリテーションセンター

の機能や事業にᫎし、事業展開を進めていくこととする。�

�

㸱㸬地域リハビリテーションሗ会の開ദ�

㸦㸯㸧事業目的�

地域共生社会は“㧗㱋者・障害者・Ꮚもなての人々が、� 人ࡦとりの暮らしと生きがいを、

ともにり、㧗めྜう社会”と定⩏されており、地域包括ケアシステムをより進さࡏ、ᅔ㞴を持つ

あらゆる人を地域で支えるための理ᛕである。�

現在、この地域共生社会の実現に向けてᕷ⏫等の自体に所ᒓする行ᨻ理学療ἲኈ・స業療ἲኈ・

ゝㄒ⫈ぬኈ㸦௨ୗ「行ᨻリハ専門職」㸧のᙺは、㧗㱋ᮇだけにとまらず、障害やẕᏊ施⟇、ᩍ育、

地域づくりな多ᒱにわたってồめられている。�

୍方で、県ෆにおいてᕷ⏫等の自体にົする行ᨻリハ専門職はᑡᩘであることやその専門性を

より効果的にⓎするための支援体制が༑ศとはゝえない。�

そこで行ᨻリハ専門職自身が行ᨻの専門職として、地域共生社会の実現に必要な▱識やᢏ⾡を取得

し、ྛᕷ⏫の地域保健⚟♴に、より効果的・効⋡的にᐤできることを目的に実施する。�

�

�

�
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㸦㸰㸧実施結果�

� � � � ᪥� � � � 平成��年�月�᪥㸦ⅆ㸧�

� � � � ሙ� � 所� � 滋賀県立リハビリテーションセンター◊修ᐊ�

� � � � 出ᖍ者 �ᩘ � ��名㸦行ᨻリハビリテーション専門職およࡧ保健ᖌ㸧�

� � � � ෆ� ��ᐜ� � ពぢ� �ձྛᕷの行ᨻリハビリテーション専門職のᙺ�

ղ地域リハビリテーション人材育成事業について� �

ճ人材育成事業修了生の活⏝について�

� �

㸦㸱㸧地域リハビリテーションሗ会における今後の方向性�

行ᨻリハ専門職は、対㇟や業ົにᅃわれず、広く住民の健ᗣቑ進をಁすことや自立支援に㈨する関

わりがồめられている。地域包括ケアシステムや地域共生社会の実現に向け行ᨻリハ専門職へのᮇᚅ

は㧗まっており、現在㸦平成��年�月現在㸧県ෆではᕷ⏫等の自体にめるリハビリテーション専

門職が��ᕷ⏫に��名いる。�

そのような状況の中で県ෆの行ᨻリハ専門職が୍ᇽに会する機会はࢵࢿト࣡ーࢡのᙉや人材育成

につながることから、定ᮇ的に開ദすることは県ෆの地域リハビリテーション推進にᐤすると考え

る。�

� � 今後は、行ᨻリハ専門職として現状やㄢ㢟なのពぢをまとめ、県が開ദするリハビリテーション

協㆟会やリハビリテーション専門職の職能団体へពぢや要望をゝえるように組⧊することが望ま

しいと考える。人材育成に加え、ࢵࢿト࣡ーࢡのᙉ、職能団体やྛ機関との連携をಁ進する୍助と

なることがᮇᚅされる。�

�

㸲㸬➨�ᅇ滋賀県多職種連携学会◊✲会�

㸦㸯㸧目� 的�

� � � � 保健・医療・⚟♴・ᑵປ・ᩍ育関係ᚑ事者と当事者やᐙ᪘が୍ᇽに会し、◊✲Ⓨ⾲やពぢ、ㅮ

₇会なを実施することで᪂たな▱識を得る。また、多職種による協働実㊶のሗ࿌のሙとして、より

୍ᒙ、本県における㉁の㧗い連携または、リハビリテーション活動へとⓎ展することを目的に◊✲

会を開ദする。�

�

㸦㸰㸧� ദ�

� 滋賀県多職種連携学会� ᵓ成団体�

୍⯡社団ἲ人滋賀県医ᖌ会、୍⯡社団ἲ人滋賀県㝔協会、୍⯡社団ἲ人滋賀県ṑ⛉医ᖌ会、୍⯡

社団ἲ人滋賀県⸆ᖌ会、୍⯡社団ἲ人滋賀県స業療ἲኈ会、୍⯡社団ἲ人滋賀県ㆤ⚟♴ኈ会、

୍⯡社団ἲ人滋賀県ṑ⛉⾨生ኈ会、୍⯡社団ἲ人滋賀県ㆤ⪁人保健施タ協会、公┈社団ἲ人滋賀

県┳ㆤ協会、公┈社団ἲ人滋賀県理学療ἲኈ会、公┈社団ἲ人滋賀県社会⚟♴ኈ会、公┈㈈団ἲ人

滋賀県身体障害者⚟♴協会、公┈社団ἲ人滋賀県ᰤ㣴ኈ会、社会⚟♴ἲ人滋賀県社会⚟♴協㆟会、

滋賀県ゝㄒ⫈ぬኈ会、滋賀県ㆤ支援専門ဨ連⤡協㆟会、滋賀県ㆤࢧービス事業者協㆟会連ྜ会、

滋賀県⪁人⚟♴施タ協㆟会、滋賀県ඣ❺成人⚟♴施タ協㆟会、滋賀県障害者自立支援協㆟会、滋賀

県社会ᑵປセンター協㆟会、滋賀障害者職業センター、滋賀県社会ᑵປ事業⯆センター、滋賀県

保健所長会、滋賀県�
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㸦㸰㸧実施結果�

� � � � ᪥� � � � 平成��年�月�᪥㸦ⅆ㸧�

� � � � ሙ� � 所� � 滋賀県立リハビリテーションセンター◊修ᐊ�

� � � � 出ᖍ者 �ᩘ � ��名㸦行ᨻリハビリテーション専門職およࡧ保健ᖌ㸧�

� � � � ෆ� ��ᐜ� � ពぢ� �ձྛᕷの行ᨻリハビリテーション専門職のᙺ�

ղ地域リハビリテーション人材育成事業について� �

ճ人材育成事業修了生の活⏝について�

� �

㸦㸱㸧地域リハビリテーションሗ会における今後の方向性�

行ᨻリハ専門職は、対㇟や業ົにᅃわれず、広く住民の健ᗣቑ進をಁすことや自立支援に㈨する関

わりがồめられている。地域包括ケアシステムや地域共生社会の実現に向け行ᨻリハ専門職へのᮇᚅ

は㧗まっており、現在㸦平成��年�月現在㸧県ෆではᕷ⏫等の自体にめるリハビリテーション専

門職が��ᕷ⏫に��名いる。�

そのような状況の中で県ෆの行ᨻリハ専門職が୍ᇽに会する機会はࢵࢿト࣡ーࢡのᙉや人材育成

につながることから、定ᮇ的に開ദすることは県ෆの地域リハビリテーション推進にᐤすると考え

る。�

� � 今後は、行ᨻリハ専門職として現状やㄢ㢟なのពぢをまとめ、県が開ദするリハビリテーション

協㆟会やリハビリテーション専門職の職能団体へពぢや要望をゝえるように組⧊することが望ま

しいと考える。人材育成に加え、ࢵࢿト࣡ーࢡのᙉ、職能団体やྛ機関との連携をಁ進する୍助と

なることがᮇᚅされる。�

�

㸲㸬➨�ᅇ滋賀県多職種連携学会◊✲会�

㸦㸯㸧目� 的�

� � � � 保健・医療・⚟♴・ᑵປ・ᩍ育関係ᚑ事者と当事者やᐙ᪘が୍ᇽに会し、◊✲Ⓨ⾲やពぢ、ㅮ

₇会なを実施することで᪂たな▱識を得る。また、多職種による協働実㊶のሗ࿌のሙとして、より

୍ᒙ、本県における㉁の㧗い連携または、リハビリテーション活動へとⓎ展することを目的に◊✲

会を開ദする。�

�

㸦㸰㸧� ദ�

� 滋賀県多職種連携学会� ᵓ成団体�

୍⯡社団ἲ人滋賀県医ᖌ会、୍⯡社団ἲ人滋賀県㝔協会、୍⯡社団ἲ人滋賀県ṑ⛉医ᖌ会、୍⯡

社団ἲ人滋賀県⸆ᖌ会、୍⯡社団ἲ人滋賀県స業療ἲኈ会、୍⯡社団ἲ人滋賀県ㆤ⚟♴ኈ会、

୍⯡社団ἲ人滋賀県ṑ⛉⾨生ኈ会、୍⯡社団ἲ人滋賀県ㆤ⪁人保健施タ協会、公┈社団ἲ人滋賀

県┳ㆤ協会、公┈社団ἲ人滋賀県理学療ἲኈ会、公┈社団ἲ人滋賀県社会⚟♴ኈ会、公┈㈈団ἲ人

滋賀県身体障害者⚟♴協会、公┈社団ἲ人滋賀県ᰤ㣴ኈ会、社会⚟♴ἲ人滋賀県社会⚟♴協㆟会、

滋賀県ゝㄒ⫈ぬኈ会、滋賀県ㆤ支援専門ဨ連⤡協㆟会、滋賀県ㆤࢧービス事業者協㆟会連ྜ会、

滋賀県⪁人⚟♴施タ協㆟会、滋賀県ඣ❺成人⚟♴施タ協㆟会、滋賀県障害者自立支援協㆟会、滋賀

県社会ᑵປセンター協㆟会、滋賀障害者職業センター、滋賀県社会ᑵປ事業⯆センター、滋賀県

保健所長会、滋賀県�
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㸳㸬リハビリテーションに関連する団体なへの支援�

�

㸦㸯㸧滋賀県㞴┦ㄯ支援センター�

� � �会等ࡏᡴྜ「ケーション支援ㅮᗙࢽ࣑ࣗࢥ㞴」ی

� 平成��年�月��᪥㸦ᮌ㸧�

平成��年�月��᪥㸦月㸧�

平成��年�月�᪥㸦月㸧�

�

�「ケーション支援ㅮᗙࢽ࣑ࣗࢥ㞴」ی �

㸦ദ㸸滋賀県㞴┦ㄯ支援センター、୍⯡社団ἲ人᪥本㞴・団体協㆟会�

共ദ㸸滋賀医⛉学、特定㠀Ⴀ活動ἲ人,&7ᩆ助㝲、滋賀県社会⚟♴協㆟会、�

᪥本$/6協会滋賀県支㒊、滋賀県立リハビリテーションセンター㸧�

�

・平成��年��月��᪥㸦᪥㸧����ศ㹼����ศ� � �

滋賀医⛉学� リࣝࣉࢵテラス会㆟ᐊ�

参加者㸸��人�

�

・平成��年�月��᪥㸦᪥㸧����ศ㹼����ศ�

ⲡὠ⥲ྜ㝔� あおばな࣍ー �ࣝ � � � � � � � � � � � � � �

参加者㸸��人� � � �

�

㸦㸰㸧㧗ḟ⬻機能障害への支援に関することがらは3��にグ㍕�

� � �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� � � �
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リハビリテーション相談支援事業 
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㸳㸬リハビリテーションに関連する団体なへの支援�

�

㸦㸯㸧滋賀県㞴┦ㄯ支援センター�

� � �会等ࡏᡴྜ「ケーション支援ㅮᗙࢽ࣑ࣗࢥ㞴」ی

� 平成��年�月��᪥㸦ᮌ㸧�

平成��年�月��᪥㸦月㸧�

平成��年�月�᪥㸦月㸧�

�

�「ケーション支援ㅮᗙࢽ࣑ࣗࢥ㞴」ی �

㸦ദ㸸滋賀県㞴┦ㄯ支援センター、୍⯡社団ἲ人᪥本㞴・団体協㆟会�

共ദ㸸滋賀医⛉学、特定㠀Ⴀ活動ἲ人,&7ᩆ助㝲、滋賀県社会⚟♴協㆟会、�

᪥本$/6協会滋賀県支㒊、滋賀県立リハビリテーションセンター㸧�

�

・平成��年��月��᪥㸦᪥㸧����ศ㹼����ศ� � �

滋賀医⛉学� リࣝࣉࢵテラス会㆟ᐊ�

参加者㸸��人�

�

・平成��年�月��᪥㸦᪥㸧����ศ㹼����ศ�

ⲡὠ⥲ྜ㝔� あおばな࣍ー �ࣝ � � � � � � � � � � � � � �

参加者㸸��人� � � �

�

㸦㸰㸧㧗ḟ⬻機能障害への支援に関することがらは3��にグ㍕�

� � �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� � � �
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  リハビリテーション推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 



  
Ϫ� リハビリテーション推進事業�

�

㸯㸬◊修会の開ദ�

㸦㸯㸧専門◊修の開ദ�

◊� 修� 名� ࠙医� ᖌࢥࠚース�

テ�ー࣐�� 在Ꮿ医療とリハビリテーション㸦௨ୗ「リハ」㸧�

「平成��年度医療ㆤྠ改定を㋃まえた地域リハビリテーションの考」�

目� � 的� 地域リハは、༢に生活ᮇ㸦⥔持ᮇ㸧リハを指すだけでなく、ᑗ᮶的にⓎがண される機能・

能力障害に対するண㜵的なධがồめられている。また、や⨯ᝈ後についてᛴ性ᮇ㝔で

はᚭᗏ的なᗫ⏝ೃ⩌のண㜵、ᅇᮇ㝔では障害に対してできる㝈りの㍍ῶもồめられてい

る。生じてしまった障害に対しては ,&) のᴫᛕから多ゅ的に評価し、ᮇやライフステージに

応じた㐺ษなධを行うことでࡧ社会の୍ဨとしてᏳ心して生活できるよう支援が重要であ

る。地域包括ケアシステムにて「医療とㆤの連携」「多職種連携」が必要可Ḟな中、平成

��年度の医療ㆤྠ改定を㋃まえ、在Ꮿ医療でのリハ活動の理解を῝めることを目的とした。�

開ദ᪥� 平成��年�月��᪥㸦ᅵ㸧� �����㹼��㸸���

ሙ� � 所� 滋賀県立リハビリテーションセンター� ◊修ᐊ�

ㅮ� � ᖌ� 医療ἲ人社団ゆみの� ゆみのハートࢡリࢡࢵࢽ� 㝔長� � 㩪ᓥ� � ග༤� � Ặ�

参�加�者� ��名�

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

�リハビリテーションの㉳※についてی

� 「リハ㸻機能カ⦎」ではなく、ಶ人の㐺応Ỉ‽に自ᕫのỴ定をᑛ重しながら間を㝈定した

�。セスであるࣟࣉ

�ービスやሗ㓘制度のኚ㑄についてࢧ医療ሗ㓘・ㆤሗ㓘におけるی

� リハ医療の対㇟はປ働⅏害・㏻事ᨾによる後㑇や⬻⾑⟶ᝈ等特ูであったが、㧗㱋

者やᐷたきりண㜵まで広がったことによりᬑ㐢してきた。また、Ჷの┳ㆤ体制やᝈ者の

重度による評価、ಶูリハのデ療ሗ㓘Ⅼᩘ等の改㠉を重ࡡ実もしてきた。�

地域医療ᵓや地域包括ケアシステムの実現には、ちらもリハ医療の実が必要である。�

�在Ꮿリハにかかる医ᖌの関についてی

� 生活ᮇリハでは、理学療ἲኈ・స業療ἲኈ・ゝㄒ⫈ぬኈのྛ自�

領域እの医療ᢏ⾡も必要となるため医ᖌの関が重要となる。�

�職種との連携についてی

� 生活ᮇリハでは、ᅇᮇリハのように㔞的☜保でのㄢ㢟改ၿは�

できないため、目的とする活動ㄢ㢟の᫂☜や必要なカ⦎を効果�

的に行うためのุ᩿も重要である。�

ㅮᖌの㩪ᓥẶは、㐣ཤにᅜ的にもᅇᮇリハᲷのࣔࣝࢹと�

される医療ἲ人社団㍤生会に在⡠、現在は᭷ᗋデ療所に在⡠されている。◊修会では、ᅇᮇ

から生活ᮇにおけるリハでの医ᖌの関わりの重要性についてㅮ₇いただいた。�
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研 修 名 【高次脳機能障害】コース ＜ ＞

テ ー マ 高次脳機能障害の基礎理解

目 的

高次脳機能障害の支援において、適切な知識をもって関わる事が高次脳機能

障害のある方の社会適応を高めるという報告もある。

今回の研修では、高次脳機能障害の基礎理解、医療機関での実際を中心にど

のように診断され、治療・支援・対応されているかを知り、各支援者が基礎理

解を高めることを目的とし開催した。

開催日時 平成 年 月 日（日） ： ～ ：

場 所 安曇川公民館

講 師
滋賀県立リハビリテーションセンター 川上 寿一 氏

滋賀県高次脳機能障害支援センター 小西川 梨紗 氏

参 加 者 名

内 容

プログラム

◆高次脳機能障害の基礎理解

・高次脳機能障害とはなにか

・高次脳機能障害における主な症状

・高次脳機能障害におけるその他障害

◆社会的行動障害の基礎理解とその対応

・認知機能の階層性について

・社会的行動障害とは

・障害への気づき

・神経疲労と行動障害

・環境調整のポイント

高次脳機能障害を理解するために必要な“障害”についての考え方、受傷原

因、脳機能、症状などを総論的にわかりやすく講義いただいた。また、社会的

行動障害については対処法などの具体例まで講義いただいた。
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研 修 名 【高次脳機能障害】コース ＜ ＞

テ ー マ 高次脳機能障害の基礎理解

目 的

高次脳機能障害の支援において、適切な知識をもって関わる事が高次脳機能

障害のある方の社会適応を高めるという報告もある。

今回の研修では、高次脳機能障害の基礎理解、医療機関での実際を中心にど

のように診断され、治療・支援・対応されているかを知り、各支援者が基礎理

解を高めることを目的とし開催した。

開催日時 平成 年 月 日（日） ： ～ ：

場 所 安曇川公民館

講 師
滋賀県立リハビリテーションセンター 川上 寿一 氏

滋賀県高次脳機能障害支援センター 小西川 梨紗 氏

参 加 者 名

内 容

プログラム

◆高次脳機能障害の基礎理解

・高次脳機能障害とはなにか

・高次脳機能障害における主な症状

・高次脳機能障害におけるその他障害

◆社会的行動障害の基礎理解とその対応

・認知機能の階層性について

・社会的行動障害とは

・障害への気づき

・神経疲労と行動障害

・環境調整のポイント

高次脳機能障害を理解するために必要な“障害”についての考え方、受傷原

因、脳機能、症状などを総論的にわかりやすく講義いただいた。また、社会的

行動障害については対処法などの具体例まで講義いただいた。

 

研 修 名 【高次脳機能障害】コース ＜ ２ ＞

テ ー マ 生活における高次脳機能障害の捉え方や対応法

目 的

注意・記憶・遂行機能・社会的行動障害は、行政的な定義において高次脳機能障害として挙

げられる。このような症状がある方々に対し生活場面での支援に関わる方を対象に、動画等を

用いながらそれらの障害特性に対する理解を深めるとともに、実際の関わり方が具体化できる

ように動画やアセスメントツールを使用しながら理解を深めることを目的とした。

開催日時 平成 年 月 日（日） ： ～ ：

場 所 滋賀県立長浜ドーム

講 師 滋賀県立リハビリテーションセンター 川上 寿一 氏

参 加 者 名

内 容

プログラム

◆ミニレクチャー 各症状とそのアセスメントについて

◆グループワーク 動画を見て、アセスメントを実施

◆ミニレクチャー 動画の事例について解説を含めたアセスメント

◆グループワーク を使ったグループワーク

高次脳機能障害コース では、高次脳機能障害（主に行政的な定義の高次脳機能障害）

による生活上の困難さについて、支援者でアセスメントを体験することや、参加者間のアセス

メントの視点の違いに気づき、その視点の差を支援に活かすことを実践的なワークにより学ん

だ。
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研 修 名 【高次脳機能障害】コース ＜ ３＞

テ ー マ 支援を支える社会資源～知る事が大きな差を生む支援～

目 的

高次脳機能障害のある方の地域社会生活を支える際に様々な支援者や機関が関わることがあ

る。その際、支援者が支援機関の役割を知っていることは支援される方々の今後の生活を左右

する可能性がある。

そこで、地域で中心となって支援している様々な方に支援機関の役割や実際を講演いただき、

今後の支援に活かしていくことを目的とし開催した。

開催日時 平成 年 月 日（日） ： ～ ：

場 所 滋賀県立長浜ドーム

講 師 田邉 陽子氏 他

参 加 者 名

内 容

プログラム

◆滋賀県における高次脳機能障害の現状～センターのケースを通じて～

滋賀県高次脳機能障害支援センター 田邉 陽子 氏

◆市立長浜病院での高次脳機能障害者への支援～回復期リハ～

市立長浜病院 杉江 加代子 氏

◆むれやま荘の機能と役割～高次脳機能障害者への支援～

滋賀県立むれやま荘 宮川 和彦 氏

◆滋賀障害者職業センターでの高次脳機能障害者への支援

滋賀障害者職業センター 井口 陽子 氏

◆脳外傷友の会「しが」＆就労継続支援 型事業所での高次脳機能障害者への支援

脳外傷友の会しが 岡本 律子 氏

◆相談支援、働き・暮らし応援センターでの高次脳機能障がい者への支援

湖北地域しょうがい者相談センター「ほっとステーション」 阿藤 誠介 氏

高次脳機能障害者を支援する各機関の役割を実際の支援例などを通じて提示していただい

た。また、今後の支援の際に連携する機関があることを受講者に知っていただく機会となった。
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研 修 名 【高次脳機能障害】コース ＜ ３＞

テ ー マ 支援を支える社会資源～知る事が大きな差を生む支援～

目 的

高次脳機能障害のある方の地域社会生活を支える際に様々な支援者や機関が関わることがあ

る。その際、支援者が支援機関の役割を知っていることは支援される方々の今後の生活を左右

する可能性がある。

そこで、地域で中心となって支援している様々な方に支援機関の役割や実際を講演いただき、

今後の支援に活かしていくことを目的とし開催した。

開催日時 平成 年 月 日（日） ： ～ ：

場 所 滋賀県立長浜ドーム

講 師 田邉 陽子氏 他

参 加 者 名

内 容

プログラム

◆滋賀県における高次脳機能障害の現状～センターのケースを通じて～

滋賀県高次脳機能障害支援センター 田邉 陽子 氏

◆市立長浜病院での高次脳機能障害者への支援～回復期リハ～

市立長浜病院 杉江 加代子 氏

◆むれやま荘の機能と役割～高次脳機能障害者への支援～

滋賀県立むれやま荘 宮川 和彦 氏

◆滋賀障害者職業センターでの高次脳機能障害者への支援

滋賀障害者職業センター 井口 陽子 氏

◆脳外傷友の会「しが」＆就労継続支援 型事業所での高次脳機能障害者への支援

脳外傷友の会しが 岡本 律子 氏

◆相談支援、働き・暮らし応援センターでの高次脳機能障がい者への支援

湖北地域しょうがい者相談センター「ほっとステーション」 阿藤 誠介 氏

高次脳機能障害者を支援する各機関の役割を実際の支援例などを通じて提示していただい

た。また、今後の支援の際に連携する機関があることを受講者に知っていただく機会となった。

 

研 修 名 【高次脳機能障害】コース ＜医師リハ専門研修＞

テ ー マ 医師・セラピスト研修

目 的

高次脳機能障害の支援において、医療機関は受傷し障害を受けた後の地域生活の“最初の入

口”の役割を果たしている。とりわけ医療機関における医師やリハビリテーション専門職（以

下「リハ専門職」）の役割は、診断や評価、訓練や対処法のみならず障害をみつけ今後の予後

を推測することや支援者間への情報提供を担う役割を果たすともいわれている。

本研修では、医師やリハ専門職を主な対象に、脳機能を基本に治療から生活・就労までの支

援の流れを理解した上で各専門的な立場から活かしていただくことを目的とした。

開催日時 平成 年 月 日（日） ： ～ ：

場 所 滋賀県立総合病院 新館講堂

講 師

藍野大学医療保健学部作業療法学科 酒井 浩 氏

京都大学大学院医学研究科精神医学教室 村井 俊哉 氏

滋賀県立リハビリテーションセンター 川上 寿一 氏

参 加 者 名

内 容

プログラム

◆高次脳機能障害における症状鑑別臨床場面からの症状予測～損傷部位を加味した予測～

（酒井氏）

・「症状」「訴え」「観察」からの臨床推論 ・視知覚、空間認知 ・失語症 ・相貌失認

・ゲルストマン症候群 ・読み書きに関する＋道具をうまく使えない神経心理学障害

・具体的動作時の鑑別ポイント ・注意、前頭前野、記憶の役割

・更衣動作、リーチ動作、道具使用、描画や書字動作時のエラー識別ポイント

◆脳画像の判読について （村井 氏）

・放射線科に任せるが、判読された内容は確認しておくこと。

・画像診断では左右の確認。（利き手の確認が重要）

・精神科医が何を見ているのか

１．脳画像について

２．スクリーニングについて（ ）：特定の評価のみを行うのではなく必ず などの

スクリーニングは行うこと

３．症状をよく観察し記録する。画像は答え合わせに使う。

４．事例

◆グループワーク

・事例の読み合わせ（個人）

・グループで事例について検討 １．高次脳機能障害を臨床所見から評価

２．画像所見から高次脳機能障害を推測

３．症例の画像と臨床所見の統合と解釈

・職種別に検討 ・解釈から訓練の方針と立案

◆講師からのコメント
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�

◊� 修� 名� ࠙㐠動ჾࢥࠚース特ู⦅�

テ�ー࣐�� 健ᗣづくりからㆤண㜵の生活機能向ୖ支援�

目� � 的� ㆤண㜵を中心に健ᗣづくりや機能⥔持についてᖜ広く学ࡪ機会とし、それ

㊶できるよう、基本的な考え方から実ࢳーࣟࣉれの立ሙで様々なゅ度からアࡒ

的なアࣟࣉーࢳについて学ࡪことを目的とした。�

� 今ᅇは、特にձㆤண㜵と健ᗣづくり、機能⥔持の基♏を▱るղㆤண㜵の

実㊶を学ࡪճ᫂᪥からの支援や᳨ウに活かす学ࡧを得ることができるよう、◊

修会を開ദした。�

開ദ᪥� 平成 �� 年 � 月 � ᪥�᪥㸧� ��㸸��㹼��㸸���

ሙ� � 所� 滋賀県立⥲ྜ㝔� ◊✲所ㅮᇽ�

ㅮ� � ᖌ� ⟃Ἴ学学㝔人間⥲ྜ⛉学◊✲⛉生ᾭⓎ達専ᨷ� ᩍᤵ� ᒣ⏣� 実� Ặ�

参�加�者� �� 名�

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

㧗㱋の状況およࡧㆤ保㝤の認定者ᩘの推⛣、ㆤが必要となった要ᅉ等

をᥦ♧していただいたうえで、フࣞイࣝとࢽࢥࣝࢧアのヲ⣽についてㅮ₇い

ただいた。�

�

�フࣞイࣝی

�。フࣞイࣝ、フࣞイࣝの状ែは可㏫的であることࣞࣉ、スト㸦健ᖖ㸧ࣂࣟ・

・フࣞイࣝのண後について。�

・フࣞイࣝの評価方ἲについて௨ୗの㸱要⣲からᵓ成される。�

㸯㸬身体的フࣞイࣝ� 㸰㸬心理・⢭⚄的フࣞイࣝ� 㸱㸬社会的フࣞイࣝ� �

㸦体重ῶᑡ�活動㔞పୗ�活力పୗ�ᥱ力పୗ�Ṍ行㏿度పୗ㸧�

・社会参加・ங〇ရのᦤ取・㐠動とフࣞイࣝに対する効果について。�

フࣞイࣝの改ၿ要⣲として、社会参加がいに関係することや自ࣝࢢー

への参加「ࢁዲきなこと・とこ」活動の効果についてもゝཬされた。特にࣉ

が重要であり、参加するሙが地域にあるとなおⰋいこと等を⤫計ࢹータから

ᥦ♧していただいた。�

�

�アࢽ࣌ࢥࣝࢧی

・㌿ಽや㦵ᢡ、⛣動能力のపୗや $'/ 制㝈等へのᙳ㡪があり、㦵⢒㧼との�

関連もきいこと。�

・指㍯っかテスト�∦脚立テスト�� ᅇ立ちᗙりテストにより⡆᫆࣌ࢥࣝࢧ�

�。アุ定が可能であることࢽ

�

加㱋によりⴎ⦰しやすい➽とṌ行中に活動する➽はఝているため、㸯␒⡆

᫆なண㜵の取り組みとしてṌ行をᥦ♧され、Ṍ行によってㆤが必要となら

ない体సりにつながるとヰされた。�

また、加㱋により㦵᱁➽㔞はపୗし、㐠動とタンࢡࣃ㉁ᦤ取のే⏝により➽

力改ၿ⋡に効果が得られること、タンࢡࣃ㉁ᦤ取のタイ࣑ンࢢについてもศ

かりやすくおヰいただいた。�

�

�

�

�

�

�
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�

◊� 修� 名� ࠙㐠動ჾࢥࠚース特ู⦅�

テ�ー࣐�� 健ᗣづくりからㆤண㜵の生活機能向ୖ支援�

目� � 的� ㆤண㜵を中心に健ᗣづくりや機能⥔持についてᖜ広く学ࡪ機会とし、それ

㊶できるよう、基本的な考え方から実ࢳーࣟࣉれの立ሙで様々なゅ度からアࡒ

的なアࣟࣉーࢳについて学ࡪことを目的とした。�

� 今ᅇは、特にձㆤண㜵と健ᗣづくり、機能⥔持の基♏を▱るղㆤண㜵の

実㊶を学ࡪճ᫂᪥からの支援や᳨ウに活かす学ࡧを得ることができるよう、◊

修会を開ദした。�

開ദ᪥� 平成 �� 年 � 月 � ᪥�᪥㸧� ��㸸��㹼��㸸���

ሙ� � 所� 滋賀県立⥲ྜ㝔� ◊✲所ㅮᇽ�

ㅮ� � ᖌ� ⟃Ἴ学学㝔人間⥲ྜ⛉学◊✲⛉生ᾭⓎ達専ᨷ� ᩍᤵ� ᒣ⏣� 実� Ặ�

参�加�者� �� 名�

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

㧗㱋の状況およࡧㆤ保㝤の認定者ᩘの推⛣、ㆤが必要となった要ᅉ等

をᥦ♧していただいたうえで、フࣞイࣝとࢽࢥࣝࢧアのヲ⣽についてㅮ₇い

ただいた。�

�

�フࣞイࣝی

�。フࣞイࣝ、フࣞイࣝの状ែは可㏫的であることࣞࣉ、スト㸦健ᖖ㸧ࣂࣟ・

・フࣞイࣝのண後について。�

・フࣞイࣝの評価方ἲについて௨ୗの㸱要⣲からᵓ成される。�

㸯㸬身体的フࣞイࣝ� 㸰㸬心理・⢭⚄的フࣞイࣝ� 㸱㸬社会的フࣞイࣝ� �

㸦体重ῶᑡ�活動㔞పୗ�活力పୗ�ᥱ力పୗ�Ṍ行㏿度పୗ㸧�

・社会参加・ங〇ရのᦤ取・㐠動とフࣞイࣝに対する効果について。�

フࣞイࣝの改ၿ要⣲として、社会参加がいに関係することや自ࣝࢢー

への参加「ࢁዲきなこと・とこ」活動の効果についてもゝཬされた。特にࣉ

が重要であり、参加するሙが地域にあるとなおⰋいこと等を⤫計ࢹータから

ᥦ♧していただいた。�

�

�アࢽ࣌ࢥࣝࢧی

・㌿ಽや㦵ᢡ、⛣動能力のపୗや $'/ 制㝈等へのᙳ㡪があり、㦵⢒㧼との�

関連もきいこと。�

・指㍯っかテスト�∦脚立テスト�� ᅇ立ちᗙりテストにより⡆᫆࣌ࢥࣝࢧ�

�。アุ定が可能であることࢽ

�

加㱋によりⴎ⦰しやすい➽とṌ行中に活動する➽はఝているため、㸯␒⡆

᫆なண㜵の取り組みとしてṌ行をᥦ♧され、Ṍ行によってㆤが必要となら

ない体సりにつながるとヰされた。�

また、加㱋により㦵᱁➽㔞はపୗし、㐠動とタンࢡࣃ㉁ᦤ取のే⏝により➽

力改ၿ⋡に効果が得られること、タンࢡࣃ㉁ᦤ取のタイ࣑ンࢢについてもศ

かりやすくおヰいただいた。�

�

�

�

�

�

�

 
�

◊� 修� 名� ࠙⚄⤒㞴ࢥࠚース�

テ�ー࣐�� $/6 ᝈ者が地域の中で生きるために�

目� � 的� ➽ⴎ⦰性ഃ⣴◳㸦$/6㸧は、➽ⴎ⦰と➽力పୗを体とした進行性の⤒㐣

を♧し、ୖ⫥の機能障害・Ṍ行障害・ᵓ㡢障害・ᄟୗ障害・྾障害等が生じ

る。そのため、ᝈ者やᐙ᪘に対してそれࡒれの進行にྜわࡏた⢭⚄的࣏ࢧート

やそれをྵめた地域での支援がኚ重要である。�

そこで、医療・ㆤ・⚟♴に携わる支援者が「$/6 の⤒㐣㸦状の進行㸧お

よࡧ⤒㐣の中で必要な支援」「リハビリテーションのどⅬと支援のල体」「地

域での生活を支える多職種のᙺ・連携」等の学ࡧを῝め、よりよいࢵࢿト࣡

ーࢡの中でᝈ者・ᐙ᪘࣏ࢧートや地域支援の୍助となることを目的とした。�

開ദ᪥� 平成 �� 年 �� 月 �� ᪥㸦ᅵ㸧� �����㹼������

ሙ� � 所� 滋賀県立⥲ྜ㝔� ◊✲所ㅮᇽ�

ㅮ� � ᖌ� 医療ἲ人社団ⰾⱥ会ྜྷ㔝ෆ⛉・⚄⤒ෆ⛉医㝔� リハビリテーション⛉� ௵� � ὸᕝ� Ꮥྖ� � Ặ�

参�加�者� �� 名�

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

6/$ی ⥲ㄽ㸸ᝈᴫ要と療ධ�

࠙྾ჾについてࠚ�

・ྜྷ㔝ෆ⛉・⚄⤒ෆ⛉医㝔における྾ჾᑟධについて�

㸯㸬྾ჾᑟධ㢖度㸸��㸣� � 㸰㸬྾ჾᑟධまで㸸平ᆒ � 年 � ࣨ月�

・྾ჾᑟධにより྾が改ၿしᘏ効果がぢられる。また、ᑟධ後も�

ពᛮ⾲♧能力が保たれるためࢽ࣑ࣗࢥケーション支援が重要となる。�

�

࠙42/ についてࠚ�

・ᖖに自ศのよりⰋい生活について考えることが必要。�

・評価ᑻ度の � つとして「6(,4R/㸫':」を⏝。�

�

6/$ی ྛㄽ�

࠙྾ࠚ�

㸯㸬1339・Ẽ⟶ษ開を望まないᝈ者は、&2㸰ࢥࣝࢼーシスへ⛣行しやすく�

ୖẼ㐨㛢ሰにὀពが必要。�

㸰㸬1339 は⏝するがẼ⟶ษ開は望まないᝈ者については、࣐スࢡフࢵ�

テンࢢ、Ẽ㔞等の評価、ࣔࣝࢿࣄのㄪ整・⑱のケアが重要。�

㸱㸬Ẽ⟶ษ開㸩人ᕤ྾ჾ╔ᝈ者は、ពᛮỴ定支援や✚ᴟ的な྾ケアが重要。�

�

࠙リハビリテーションࠚ�

⏝機ჾをࢡケーション支援として、基本はᩥᏐ┙でḟにハイテࢽ࣑ࣗࢥ

している。㐠動療ἲとして、㍍度の方に対し᪥ᖖ生活の動స・Ṍ行カ⦎によ

り身機能の進行⦆和・྾機能⥔持効果が᫂らかとなっている。�

�

�ࠚ/42࠙

42/ のኚは身体機能のపୗと関連ࡏず、ᐙ᪘や�

特に࢟ーࣃーࢯンの 42/ を考えることも重要となる。�

�

࠙地域ࠚ�

医療とㆤの連携や地域における自施タの在り方�

の᳨ウや多職種ケアのᶆ‽が重要であり、ᇉ᰿を�

㉸えた地域システムと支援体制、ㄒりྜい・㆟ㄽで�

きる多職種の௰間が必要である。�

− 15 −



 
�

◊� 修� 名� ࠙ᦤ㣗ᄟୗࢥࠚース�

テ�ー࣐�� ᄟୗ障害とㄗᄟ性⫵⅖�

目� � 的� ��㧗㱋者にとって⫵⅖がṚにつながるケースはẚ㍑的多い。そのため、⫵⅖を

引き㉳こすきっかけとなりうるᄟୗ障害や㧗㱋者に多いㄗᄟ性⫵⅖について支

援者がᥦ౪できる多面的なアࣟࣉーࢳを理解し、ண㜵とケアを学ࡪことを目的

とし開ദした。�

開ദ᪥� 平成 �� 年 �� 月 �� ᪥㸦ᅵ㸧��㸸��㹼��㸸���

ሙ� � 所� 滋賀県立⥲ྜ㝔� ◊✲所ㅮᇽ�

ㅮ� � ᖌ� ឡ▱医⛉学⦆和ケアセンター・ᰤ㣴療支援センター� ๓⏣� ᆂ� Ặ�

参�加�者� �� 名�

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

�㧗㱋者のㄗᄟ性⫵⅖とᦤ㣗ᄟୗ障害ی

࠙⫵⅖とㄗᄟࠚ�

� ・㧗㱋者⫵⅖の � はㄗᄟ性⫵⅖である。�

しかし、⚄⤒学的␗ᖖでㄝ᫂できないこともあるため、ㄗᄟだけのアࣉ�

ࣟーࢳでは解Ỵは㞴しい。㸦㸸䭇㦵㦵ᢡ⾡後の ��㸣にᄟୗ障害がⓎ�

生、ㄗᄟ性⫵⅖後の ��㸣にᄟୗ機能がᝏ㸧�

・⯉のཌみはୖ⭎➽㔞と、⯉の力は㦵᱁➽㔞と┦関している。�

�

これまでのㄗᄟ性⫵⅖療は、ண㜵はཱྀ⭍ケア、療は⚗㣗やᢠ⳦⸆がᖖ識

だった௦がኚしてきている。ㄗᄟ性⫵⅖ᝈ者をとりあえず⚗㣗にするとண

後がᝏく、⒵に間がかかり、ᄟୗと生ண後をᝏくする。�

また⤒ཱྀᦤ取⩌はᰤ㣴ᦤ取㔞が多く、ᰤ㣴㔞が㊊すると療᪥ᩘが長くな

る。⫵⅖療中にいかに $'/ を⥔持できるかでṚஸ⋡がኚわるため、᪩ᮇ㞳ᗋ・

リハが必要。�

るᕤア対⟇にはᢠ重力が๓ᥦであり、᪥中㉳ᗋしᏳに㣗ࢽࢥࣝࢧ

ኵが多職種間で必要である。�

�

㸯㸬㣗ᙧែのᕤኵ� � � �

㸰㸬姿ໃのᕤኵ� � � �

㸱㸬⸆のᕤኵ�

�

�ーࣞからࣗࣆリーをᄟୗカ⦎や㣗事として出すが、ᾏእではࢮ᪥本ではی

ጞまる。㣗事助ᢏ⾡も☻く必要もある。�

�

�。ᄟୗ障害は、多職種で評価し「ぢえる」する必要があるی

�

の職種がつけてもኵなی .7 �ートస成した。ಙ㢗性とጇ当ࣕࢳランスࣂ

性の᳨ド῭みである。�

�

�

�

�

�

�

�

�
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�

◊� 修� 名� ࠙ᦤ㣗ᄟୗࢥࠚース�

テ�ー࣐�� ᄟୗ障害とㄗᄟ性⫵⅖�

目� � 的� ��㧗㱋者にとって⫵⅖がṚにつながるケースはẚ㍑的多い。そのため、⫵⅖を

引き㉳こすきっかけとなりうるᄟୗ障害や㧗㱋者に多いㄗᄟ性⫵⅖について支

援者がᥦ౪できる多面的なアࣟࣉーࢳを理解し、ண㜵とケアを学ࡪことを目的

とし開ദした。�

開ദ᪥� 平成 �� 年 �� 月 �� ᪥㸦ᅵ㸧��㸸��㹼��㸸���

ሙ� � 所� 滋賀県立⥲ྜ㝔� ◊✲所ㅮᇽ�

ㅮ� � ᖌ� ឡ▱医⛉学⦆和ケアセンター・ᰤ㣴療支援センター� ๓⏣� ᆂ� Ặ�

参�加�者� �� 名�

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

�㧗㱋者のㄗᄟ性⫵⅖とᦤ㣗ᄟୗ障害ی

࠙⫵⅖とㄗᄟࠚ�

� ・㧗㱋者⫵⅖の � はㄗᄟ性⫵⅖である。�

しかし、⚄⤒学的␗ᖖでㄝ᫂できないこともあるため、ㄗᄟだけのアࣉ�

ࣟーࢳでは解Ỵは㞴しい。㸦㸸䭇㦵㦵ᢡ⾡後の ��㸣にᄟୗ障害がⓎ�

生、ㄗᄟ性⫵⅖後の ��㸣にᄟୗ機能がᝏ㸧�

・⯉のཌみはୖ⭎➽㔞と、⯉の力は㦵᱁➽㔞と┦関している。�

�

これまでのㄗᄟ性⫵⅖療は、ண㜵はཱྀ⭍ケア、療は⚗㣗やᢠ⳦⸆がᖖ識

だった௦がኚしてきている。ㄗᄟ性⫵⅖ᝈ者をとりあえず⚗㣗にするとண

後がᝏく、⒵に間がかかり、ᄟୗと生ண後をᝏくする。�

また⤒ཱྀᦤ取⩌はᰤ㣴ᦤ取㔞が多く、ᰤ㣴㔞が㊊すると療᪥ᩘが長くな

る。⫵⅖療中にいかに $'/ を⥔持できるかでṚஸ⋡がኚわるため、᪩ᮇ㞳ᗋ・

リハが必要。�

るᕤア対⟇にはᢠ重力が๓ᥦであり、᪥中㉳ᗋしᏳに㣗ࢽࢥࣝࢧ

ኵが多職種間で必要である。�

�

㸯㸬㣗ᙧែのᕤኵ� � � �

㸰㸬姿ໃのᕤኵ� � � �

㸱㸬⸆のᕤኵ�

�

�ーࣞからࣗࣆリーをᄟୗカ⦎や㣗事として出すが、ᾏእではࢮ᪥本ではی

ጞまる。㣗事助ᢏ⾡も☻く必要もある。�

�

�。ᄟୗ障害は、多職種で評価し「ぢえる」する必要があるی

�

の職種がつけてもኵなی .7 �ートస成した。ಙ㢗性とጇ当ࣕࢳランスࣂ

性の᳨ド῭みである。�

�

�

�

�

�

�

�

�

 
�

◊� 修� 名� ࠙トࢡࢵࣆスࢥࠚース� � �

テ�ー࣐�� ࠗ地域で取り組む障害のあるᏊもたちへの支援 �࠘

目� � 的� � 県ෆで必要となるリハビリテーションに係るトࢡࢵࣆ的なෆᐜをテー࣐に取りୖࡆ、◊修を

実施する。�

地域で暮らす障害のあるඣ❺がቑ加するഴ向にある中で、ᑠඣのリハビリテーションについ

て◊修機会を要望するኌがቑえてきている状況を㋃まえ、まずは県ෆのᑠඣのリハビリテーシ

ョンについて現状を理解する機会として開ദした。�

開ദ᪥� 平成��年��月�᪥㸦㔠㸧� ��㸸��㹼��㸸��� � � � � � � �

ሙ� � 所� 滋賀県⏥賀ྜྠᗇ⯋� �$・�%会㆟ᐊ�

ㅮ� � ᖌ� 滋賀県立ᑠඣ保健医療センター� �

リハビリテーション⛉� � 理学療ἲኈ� � 中ᮧ� ⏤⣖Ụ� Ặ�

療� 育� 㒊� � � � � � � స業療ἲኈ� � ኳ⏣� ⨾ᜨ� � Ặ�

社会⚟♴ἲ人ࡧわこ学ᅬ医療⚟♴センターⲡὠ� �

リハビリテーションㄢ� � 理学療ἲኈ� � 㧗ሷ� ⣧୍� � Ặ�

参�加�者� ��名�

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

�ᑠඣ保健医療センターリハビリテーション⛉の⤂ی 㸦中ᮧẶ㸧�

・ᑠඣ保健医療センターリハビリテーション⛉がᢅうᝈのෆヂと�

療ෆᐜ�

� � ・⬻性まࡦの療の⤂�

㸦ෆ᭹、➽・⭝ᘏ長⾡、࣎トࢡࢵス療ἲ、,7% 療ἲ㸧�

� � ・⬻性まࡦの㦵ኚᙧとその療ἲ�

� � � �事⤂�

� � ・ᑠඣリハビリでẼをつけているⅬ�

� � �� 地域支援へのᮇᚅ� � � � � � � � � � � � �等�

�もたちへの支援地域で取り組む障がいのあるᏊی 㸦ኳ⏣Ặ㸧�

� � ・滋賀県立ᑠඣ保健医療センター療育㒊での⚾の事について�

� � ・⚾がᏊもとごᐙ᪘の支援をのように考えているか�

� � ・地域の皆さんと⚾が共᭷したいこと�

� � ・これからについて㸦取り組みのご⤂㸧� � � 等�

�もたちへの支援地域で取り組む障害のあるᏊی

㸫Ꮚもたちの体性を育むー� 㸦㧗ሷẶ㸧�

�のように体を動かしたらいいの㸽・

� � ・7KH�6L[�)�:RUGV�IRU�&KLOGKRRG�'LVDELOLW\�

・Ᏻの⎔㸦Ꮚものおもいに向きྜおう㸧�

・重力㐺応動సⓎ達のつ๎性�

� � ・⎔ቃのㄪ整が体性を育む� � � � � � � � � 等�

� ��� � �
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◊� 修� 名� ࠙地域リハビリテーションㄪ整者◊修ࠚ�

テ�ー࣐�� ࠗ地域・暮らし・生きがいにつなࡄ� 行ᨻとリハビリテーション専門職の連携࠘�

目� � 的� 地域リハビリテーション㸦௨ୗ「地域リハ」㸧とは、あらゆる人々が住み័れたとこࢁで、そ

こに住む人々とともに、୍生Ᏻに、生き生きとした生活が㏦れるよう、医療や保健、⚟♴お

よࡧ生活にかかわるあらゆる人々や機関・組⧊がリハビリテーションの立ሙから協力しྜって

行うすての活動のことである。そのため、地域リハの推進は、地域共生社会の実現に向けた

୍つの方⟇となっている。�

今ᅇ、㧗㱋領域・ᑠඣ領域において行ᨻと連携し実㊶されている取組を学ࡧ、今後の県ෆྛ

地における地域リハの୍ᒙの推進およࡧ行ᨻྛㄢおよࡧ関係機関の連携の推進に活⏝していた

だくことを目的として◊修会を開ദした。�

開ദ᪥� 平成 �� 年 �� 月 �� ᪥㸦Ỉ㸧��㸸��㹼��㸸���

ሙ� � 所� 滋賀県ὠྜྠᗇ⯋� 㸵㸫&会㆟ᐊ� �

ㅮ� � ᖌ� ᭷㝈会社なるࡊ� � � � � � � � � � � � � ௦⾲取⥾ᙺ� � ㇂ᕝ� ┿� Ặ㸦స業療ἲኈ㸧�

医療ἲ人社団ᆏ会㜿⸽ Ἠ㝔リハビリテーション⛉� ⛉長� � ᯘ� � ᑑᜨ� Ặ㸦理学療ἲኈ㸧�

参�加�者� �� 名㸦行ᨻ �� 名、地域リハビリテーション人材育成◊修修了生をྵむその ��名㸧 �

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

�事業にリハ職を活かす・活かされるྜ⥲ی 成ຌ࣏イント���

㹼⚟県あわらᕷにおける�年の⤒㦂から㹼� 㸦㇂ᕝẶ㸧�

・もともとࣞࣝ࣋㸸リハビリテーション専門職が᭷している職能ᢏ能�

・参画‽備ࣞࣝ࣋㸸制度の理解・ᙺの理解・地域への参画のきっかけづ�

くり等�

・参画実㊶ࣞࣝ࣋㸸地域の状況ᢕᥱ・参画・ࢵࢿト࣡ーࢡづくり・地域ㄢ�

㢟・ᨻ⟇立のᥦゝ等に応じた࣏イントを自らの実㊶�

をもとにおヰいただいた。�

�

�地域で支えるᑠඣ支援㹼当㝔のリハビリテーション支援の取り組みを地域連携へ㹼㸦ᯘẶ㸧ی

障害ඣ者の地域での現状とㄢ㢟を整理し、ඣ❺、保ㆤ者共に㈇ᢸがᑡなく、地域でᑠඣ

リハビリテーションがཷけられるように、自㝔でのⓎ達┦ㄯ、ಶู療育、学ᰯ・保育ᅬ・

ඣ❺ࢹイへの指ᑟ、職ဨ◊修や社会⚟♴協㆟会と連携し、ᑠ・中学ᰯでの⚟♴事業を実㊶

してきた取り組みについておヰいただいた。�

�

�㸸「リハ職と地域との協働を㸦さらに㸧進めていくためには」ࢡー࣡ࣉーࣝࢢی

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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◊� 修� 名� ࠙地域リハビリテーションㄪ整者◊修ࠚ�

テ�ー࣐�� ࠗ地域・暮らし・生きがいにつなࡄ� 行ᨻとリハビリテーション専門職の連携࠘�

目� � 的� 地域リハビリテーション㸦௨ୗ「地域リハ」㸧とは、あらゆる人々が住み័れたとこࢁで、そ

こに住む人々とともに、୍生Ᏻに、生き生きとした生活が㏦れるよう、医療や保健、⚟♴お

よࡧ生活にかかわるあらゆる人々や機関・組⧊がリハビリテーションの立ሙから協力しྜって

行うすての活動のことである。そのため、地域リハの推進は、地域共生社会の実現に向けた

୍つの方⟇となっている。�

今ᅇ、㧗㱋領域・ᑠඣ領域において行ᨻと連携し実㊶されている取組を学ࡧ、今後の県ෆྛ

地における地域リハの୍ᒙの推進およࡧ行ᨻྛㄢおよࡧ関係機関の連携の推進に活⏝していた

だくことを目的として◊修会を開ദした。�

開ദ᪥� 平成 �� 年 �� 月 �� ᪥㸦Ỉ㸧��㸸��㹼��㸸���

ሙ� � 所� 滋賀県ὠྜྠᗇ⯋� 㸵㸫&会㆟ᐊ� �

ㅮ� � ᖌ� ᭷㝈会社なるࡊ� � � � � � � � � � � � � ௦⾲取⥾ᙺ� � ㇂ᕝ� ┿� Ặ㸦స業療ἲኈ㸧�

医療ἲ人社団ᆏ会㜿⸽ Ἠ㝔リハビリテーション⛉� ⛉長� � ᯘ� � ᑑᜨ� Ặ㸦理学療ἲኈ㸧�

参�加�者� �� 名㸦行ᨻ �� 名、地域リハビリテーション人材育成◊修修了生をྵむその ��名㸧 �

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

�事業にリハ職を活かす・活かされるྜ⥲ی 成ຌ࣏イント���

㹼⚟県あわらᕷにおける�年の⤒㦂から㹼� 㸦㇂ᕝẶ㸧�

・もともとࣞࣝ࣋㸸リハビリテーション専門職が᭷している職能ᢏ能�

・参画‽備ࣞࣝ࣋㸸制度の理解・ᙺの理解・地域への参画のきっかけづ�

くり等�

・参画実㊶ࣞࣝ࣋㸸地域の状況ᢕᥱ・参画・ࢵࢿト࣡ーࢡづくり・地域ㄢ�

㢟・ᨻ⟇立のᥦゝ等に応じた࣏イントを自らの実㊶�

をもとにおヰいただいた。�

�

�地域で支えるᑠඣ支援㹼当㝔のリハビリテーション支援の取り組みを地域連携へ㹼㸦ᯘẶ㸧ی

障害ඣ者の地域での現状とㄢ㢟を整理し、ඣ❺、保ㆤ者共に㈇ᢸがᑡなく、地域でᑠඣ

リハビリテーションがཷけられるように、自㝔でのⓎ達┦ㄯ、ಶู療育、学ᰯ・保育ᅬ・

ඣ❺ࢹイへの指ᑟ、職ဨ◊修や社会⚟♴協㆟会と連携し、ᑠ・中学ᰯでの⚟♴事業を実㊶

してきた取り組みについておヰいただいた。�

�

�㸸「リハ職と地域との協働を㸦さらに㸧進めていくためには」ࢡー࣡ࣉーࣝࢢی

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

◊� 修� 名� ࠙地域リハビリテーションㄪ整者◊修ࠚ�

テ�ー࣐�� ࠗ地域包括ケアの推進にリハビリテーションのᙺを活かす・つなࡆる・広ࡆ

る実㊶࠘�

目� � 的� リハビリテーションセンターで実施している、「地域リハビリテーション人材育成◊修会」を

修了したリハビリテーション専門職の◊修修了後の活動をリハビリテーション専門職およࡧ行

ᨻ職ဨと共᭷することを≺いとした。そこから、それࡒれの立ሙでの活動の広がり、つながり

のきっかけとし、今後の県ෆྛ地における地域リハビリテーションの୍ᒙの推進およࡧ行ᨻと

関係機関の連携の推進に活⏝していいただくことを目的に◊修会を開ദした。�

開ദ᪥� 平成 �� 年 � 月 � ᪥㸦㔠㸧� ��㸸��㹼��㸸���

ሙ� � 所� 滋賀県立リハビリテーションセンター◊修ᐊ�

ㅮ� � ᖌ� ⚄ᡞ学㝔学⥲ྜリハビリテーション学㒊� ᩍᤵ� � 備㓇� ఙᙪ� Ặ㸦アࣂࢻイࢨー㸧�

参�加�者� �� 名㸦行ᨻ �� 名、地域リハビリテーション人材育成◊修修了生をྵむその �� 名㸧�

ෆ� � ᐜ�

�@ラムࢢࣟࣉ<

�地域リハビリテーション人材育成◊修についてی

� � � � � � � � � � � � � 㸦県立リハビリテーションセンター事業推進係㸧�

�

平ی �� 年度地域リハビリテーション人材育成◊修修了生への事後アンケート結果ሗ࿌� � � �

㸦県立リハビリテーションセンター事業推進係㸧�

� � � � � � � � � � � �

�㊶地域包括ケアの推進に向けたリハ職の実ی

�

㸯㸬「行ᨻと連携したࣟジࣝࢹࣔࢡࢵの展開」�

� � � � ⏥賀ᕷỈཱྀ医療ㆤセンター� � � � � � � � � � � 䭊㏕� � ๛� � Ặ㸦理学療ἲኈ㸧�

㸰㸬「リハのどⅬを地域につなࡄ㸟㏥㝔支援にリハのどⅬを」�

� � � � ᮾ㏆Ụ健ᗣ⚟♴事ົ所� � � � � � � � � � � � � � ஂ保� ள⣖� � Ặ㸦保健ᖌ㸧�

㸱㸬「㏥㝔支援に向けた連携の広がりの実㊶」�

� � � � 滋賀県立⥲ྜ㝔� � � � � � � � � � � � � � � � బ �ᩜ ಇ成� � Ặ㸦ゝㄒ⫈ぬኈ㸧�

㸲㸬「ㆤண㜵から認▱の方への支援まで。地域で生き生き暮らすを実現する」�

医療ἲ人ᘯⱥ会ㆤ⪁人保健施タ %2+ ケアࢧービスセンター� ㎘� � ⣫Ꮚ� � Ặ㸦理学療ἲኈ㸧�

㸳㸬「地域共生社会の実現に向けて、ᩍ育機関と連携した取り組み㹼学ࡧ・つながり・広ࡆる実㊶㹼」�

� � � � ୍⯡㈈団ἲ人㏆Ụឡ㞄ᅬ今ὠ㝔� � � � � � � � � ᑠ多� ⿱அ� � Ặ㸦స業療ἲኈ㸧�

㸴㸬「ㆤ保㝤事業所におけるᑵປ支援㸟活動・参加の支援に向けた障害⚟♴ࢧービスとの連携の広がり」�

社会⚟♴ἲ人ᜠ㈷㈈団῭生会ㆤ⪁人保健施タケア࣏ートᰩᮾ� ᐑṊ� � ᜨ� � Ặ㸦స業療ἲኈ㸧�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

− 19 −



− 20 −



− 21 −



ෆ� ᐜ�

㸯㸬ᑡᏊ㧗㱋社会は「୕方よし」でり㉺える�

� 「ᑡᏊ㧗㱋社会」「ᐙᗞၥ㢟の」㞧・重」」によりෆᇼ㸦行ᨻ・㝔・施タから⏫ෆ�

会・民生ጤဨまで㸧は㝈⏺が᮶ている。እᇼ㸦地域住民の支えྜい㸧が重要。�

㸰㸬㧗㱋者の社会参加と健ᗣ㹼ᑵປのどⅬから�

� � � � � ᑵປの᭷↓によってほ的健ᗣឤ、ᢚうつ、⪁◊ᘧ活動能力指ᶆにᕪが出る。�

㸱㸬㧗㱋者にとって望ましいᑵປとは�

� � � � 「ㆤ࣏ࢧーター」としてㆤศ㔝での㧗㱋者のᑵປの可能性�

㸲㸬ษれ目のない社会参加・㈉⊩㹼࣎ランテア・学⩦へ�

� � � � � �。ア・ᩥ活動がㆤண㜵・認▱ண㜵につながるランテ࣎

⤮本ㄞみ⪺か࣎ࡏランテアの実�

㸳㸬人生���年௦㹼ὶとእ出をいつまでも�

� � � � � Ꮩ立・እ出㢖度పୗが重」しているとṚஸ⋡がそうでない人の⣙�ಸ�

� �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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�

�

㸳㸬専門支援�

�

㸦㸯㸧㧗ḟ⬻機能障害への支援�

㸯㸧事業⫼ᬒ�

� � � � � 事ᨾによるཷയや、のⓎによるὀព障害、グ᠈障害、㐙行機能障害、社会的行動障害な

のᙳ㡪から᪥ᖖ生活に制⣙を生じる㧗ḟ⬻機能障害をకう方々の自立や社会参加においては、包括

的な医療・⚟♴ࢧービスが必要とされている。�

� � � � � 平成 �� 年度にሗ࿌されたᮾி㒔の実ែㄪᰝをもとに、滋賀県ෆの実ែを推計すると⣙����� 人

の㧗ḟ⬻機能障害の方がいると考えられる。しかし、ᅜのࣔࣝࢹ事業の⤊了、㧗ḟ⬻機能障害の

ある方に対する専門的医療機関が県ෆにはᏑ在しておらず、ி㒔ᗓなᗓ県の医療機関等を㢗ら

るを得なかった。そのような⫼ᬒを㋃まえ、県立リハビリテーションセンター㸦௨ୗ「当センタࡊ

ー」㸧は開タ当ึより㧗ḟ⬻機能障害に係るデ᩿・評価・リハビリテーション㸦௨ୗ「リハ」㸧につ

いて専門的ᙺをᢸってきた。また、ྠ に㧗ḟ⬻機能障害支援センターなの㧗ḟ⬻機能障害に

かかる支援機関や支援者と協働しながら支援体制整備なを行ってきている。�

しかしながら、㧗ḟ⬻機能障害については、�� ௦㹼�� ௦の働き┒りの年㱋ᒙのཷയᩘが多いこ�

と、࿘ᅖから理解されにくい障害であること等の特ᚩから医療機関のみで支援することはᅔ㞴であ

るため、医療リハをྵめ支援体制が༑ศに整ったとはゝい㞴い現状である。そういった現状に対し

て当センターは、医療リハのどⅬ㸦࠙ ᝈࠚや࠙心身機能・身体ᵓ㐀 㸧をᙉみにもち、包括的に㧗ࠚ

ḟ⬻機能障害者をᤊえ支援するため、人材育成やၨⓎ、ㄪᰝ・◊✲なを行い、ྛ種機関と協働し

て㧗ḟ⬻機能障害者のリハにᐤすることを目的として事業を展開している。�

�

㸰㸧目的�

� � � � � 県ෆの㧗ḟ⬻機能障害のある方が地域生活や社会生活を㏦ることができるよう、㧗ḟ⬻機能障害

にかかるㄢ㢟のᢕᥱや医療・リハ㈨※をྵめた支援の㈨㉁向ୖを機関と連携して行うことを目的

とする。�

�

㸱㸧実⦼�

ձ人材育成�

�ی ദ㸦㸨㸯ヲ⣽は、ᩍ育◊修事業ḍ3��㹼��参↷㸧�

・㧗ḟ⬻機能障害ࢥース67(3㸯㸦��名㸧��

平成��年�月�᪥㸦᪥㸧��㸸��㹼��㸸��� �

� � � � � Ᏻᕝ公民㤋�

� � � � � 「㧗ḟ⬻機能障害の基♏理解」�

�

・㧗ḟ⬻機能障害ࢥース67(3�$㸦��名㸧��

� � � � � 平成��年�月�᪥㸦᪥㸧�㸸��㹼��㸸����

滋賀県立長ࢻーム�

� � � � � 「生活における㧗ḟ⬻機能障害のᤊえ方や対応ἲ$」�

�

�
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ճ対� ㇟�

ୗグにヱ当し、事業について本人およࡧ㞠⏝事業の㈶ྠが得られた支援者ならࡧに対㇟者。�

・㞠⏝されているが、障害㸦身体・認▱ഃ面がཎᅉ㸧によって事がうまくできない。�

㸦間がかかる、状況ุ᩿が㞴しい、୍人でุ᩿して事ができない、体に③みがある、う

まくఇᜥがとれない、健ᗣ⟶理ができない、やれることはやれるがもうᑡしᕤኵ出᮶ない

かとᛮう㸧。�

・స業を行う中でㄗった身体のい方によりḟ障害が༴されるなၥ㢟が生じている。�

�

平成��年度より┦ㄯ対㇟者を�事業所�名までとし、事๓にၥデ⾲と支援計画᭩をᥦ出して

いただき、連携すき機関があるሙྜはሗ共᭷したୖでゼၥした。�

� �

մゼၥࢳーム�

県立リハビリテーションセンター� 事業推進係職ဨ㸦理学療ἲኈ、స業療ἲኈ、保健ᖌ㸧�

�

յ協力・連携機関�

滋賀県社会ᑵປ事業⯆センター、県障害⚟♴ㄢ、県ປ働㞠⏝ᨻ⟇ㄢ、�

本事業の実施にకい協力連携が必要となる関係機関�

�

ն方� ἲ�

県立リハビリテーションセンターに┦ㄯがあった機関㸦ᑵປ⛣行支援・ᑵປ⥅続支援$・%ᆺ

事業所等㸧に対し、ಶูケースのゼၥや出๓◊修を実施し、事業所職ဨと୍⥴に支援ෆᐜや方

ἲの᳨ウを行う。㸦連携機関の職ဨがྠ行するሙྜもあり。㸧�

�

շ実施ᮇ間�

平成��年�月㹼平成��年�月ᮎ᪥�

�

ո㈝� ⏝�

ཎ๎↓ᩱ。ణし、備ရ改Ⰻや◊修にあたり必要なᾘ⪖ရなの実㈝は、施タ・ಶ人㈇ᢸとする。�

�

չその�

୍施タに対しཎ๎୍ᅇとする。また、実施にあたってはᅵ、᪥、⚃᪥௨እとする。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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չその�

୍施タに対しཎ๎୍ᅇとする。また、実施にあたってはᅵ、᪥、⚃᪥௨እとする。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

պ事業実⦼�

・ゼၥ௳ᩘ㸦ᑵປ⛣行支援・ᑵປ⥅続支援$・%ᆺ事業所等㸧�

ᅪ� 域� ゼၥ⟠所� ┦ㄯ人 �ᩘ ◊修ᅇ �ᩘ

� ὠ� �� �� ��

༡� 㒊� �� ��� ��

⏥� 賀� �� �� ��

ᮾ㏆Ụ� �� �� ��

†� ᮾ� �� ��� ��

†� � �� �� ��

㧗� ᓥ� �� �� ��

�ྜ 計� ��� ��� ��

�

・┦ㄯෆᐜ�

⫪こり・⭜③およࡧそれに㝶する㍍ᚤな定ឋッである。�

௨๓に当事業を⏝したことのある事業所が多いが、௨๓ཷけた指ᑟを⥅続できずに、事業

所によっては┦ㄯすることでၥ㢟が完結しているሙྜもある。�

当ヱ事業はಶ人の支援ではなく、事業所職ဨへの職ሙ⎔ቃやస業姿ໃ・ෆᐜを考えるୖでの

支援であるが、そのⅬが理解されていないሙྜがある。関係機関と連携し地域のセラࣆストと

ྠ行ゼၥすることで⥅続的な支援につながったケースについては㠀ᖖに᭷効な機会になった。�

� � �

� � � � ջその�

� 平成��年度には、これまでの事業体を⥲括するまとめのస業を行った。�

�

ռ事業の方向性�

事業所の支援として、事業所職ဨが自ศたちで⎔ቃやస業姿ໃ・ෆᐜをぢ┤すことができる

ようにするための事業であることを理解したୖで⏦し㎸んでいただけるような働きかけが必要

と考える。�

また、事業がึぢの � 度だけで行う性㉁のものではなく、⥅続して身㏆にフ࢛ࣟーのཷけら

れる体制సりが必要と考える。�

�

㸱㸧業・ᑵປ定╔支援�

ձ事業の⫼ᬒと目的�

医学リハビリテーションについてはᛴ性ᮇ、ᅇᮇ、生活ᮇと機能ศやධ㝔ᮇ間の▷⦰が

加㏿している。そういったὶれの中で、職支援やᑵປ支援をồめる生活者に対し、医学リハ

ビリテーションがక㉮しながら支援することがᅔ㞴な状況になってきている。ྠに、医療ഃ

に職やᑵປに関わる▱識やスࣝ࢟が✚されない状況も生まれている。さらに、滋賀県ෆに

おいては、ᑵປや職なの“職業”を専門として活動するリハビリテーション専門職はᑡな

い。�

୍方、現状のᑵປ支援に係る対㇟者においては、身体障害、▱的障害、⢭⚄障害の方だけで

はなく、㧗ḟ⬻機能障害や㞴、Ⓨ達障害、⒴な、社会生活に障害がありながらも、できる
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だけ長く働き続ける事やᑵປに向けてのカ⦎には多面的な支援がồめられている。�

そこで、࠙ ᝈ࠙ࠚ 心身機能・身体ᵓ㐀ࠚなの医学的リハビリテーションのどⅬを㍈にも

ち、職・ᑵປを目指す人をᑵປ支援に携わる支援者と共に包括的にᤊえ、障害のある方な

の活動の⥅続やᑵປの定╔を図ることができる支援体制のᵓ⠏を目指す。�

�

ղ実� ⦼�

・事業ㄝ᫂���ሗ㞟�

� � � � � � 事業広ሗ�

㸦ᅪ域自立支援協㆟会、働き・暮らし応援センター会㆟、ປ働広ሗ⣬「滋賀ປ働」、�

県立リハビリテーションセンター࣍ーム࣌ージ㸧�

・ᑵປ支援機関からの┦ㄯ���ゼၥ支援�

� � � � 㸳௳㸦ᝈや障害の理解と事での㓄៖についてや、医療機関へのかかり方について等。㸧�

・ᑵປ⛣行支援ಁ進事業への協力�

ᑵປ⛣行支援ಁ進事業◊修会㸦ദ㸸滋賀県社会ᑵປ事業⯆センター㸧でのㅮᖌ� � �

平成��年�月��᪥㸦㔠㸧�

・会㆟・会等出ᖍ�

� � � � 働き・暮らし応援センター会㆟� 平成��年�月��᪥㸦月㸧�

� �月��᪥㸦月㸧� �

� ��月��᪥㸦月㸧�

� � � ・ᑵປ支援の現状について機関とのሗ�

滋賀県社会ᑵປ事業⯆センター� 平成��年�月��᪥㸦ᮌ㸧�

� 平成��年�月� �᪥㸦月㸧�

� �月��᪥㸦㔠㸧�

県障害⚟♴ㄢ⢭⚄保健⚟♴係� 平成��年�月��᪥㸦ⅆ㸧�

県㞴┦ㄯ支援センター� 平成��年�月��᪥㸦㔠㸧�

県立⢭⚄医療センターࢹイケア� 平成��年�月��᪥㸦ᮌ㸧�

� � � ・ᑵປ支援フ࢛ーラム1,3321����� �ンテーション協力ࢮࣞࣉ・ࢨ

� � � � � � � ㏆Ụ Ἠ㝔のⓎ⾲に係るᡴྜࡏ� 平成��年��月�᪥㸦Ỉ㸧�

� � � � � � � ᑵປ支援フ࢛ーラム1,3321����への協力� 平成��年��月�᪥㸦ᅵ㸧�

�

ճ事業の方向性�

これまでの取組の中で、働き・暮らし応援センター等のᑵປ支援機関からは、身体機能や▱ぬ

認▱機能の状ែが生活や社会的な行動とのように関連しているかを理解するのにᙺ立ち、⎔ቃ

整備や業ົの㑅ᢥを行うことの᰿ᣐとして⏝できるというពぢを㡬ᡝしているが、リハビリテ

ーション専門職とᑵປ支援機関職ဨとの連携機会はᑡない。�

働き・暮らし応援センター等からのಶู┦ㄯに対応しつつ、医療機関等の㏦り出し機関とᑵປ

支援機関の連携がಁ進されるような体制సりを進めていく必要がある。�

�

�

�
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だけ長く働き続ける事やᑵປに向けてのカ⦎には多面的な支援がồめられている。�

そこで、࠙ ᝈ࠙ࠚ 心身機能・身体ᵓ㐀ࠚなの医学的リハビリテーションのどⅬを㍈にも

ち、職・ᑵປを目指す人をᑵປ支援に携わる支援者と共に包括的にᤊえ、障害のある方な

の活動の⥅続やᑵປの定╔を図ることができる支援体制のᵓ⠏を目指す。�

�

ղ実� ⦼�

・事業ㄝ᫂���ሗ㞟�

� � � � � � 事業広ሗ�

㸦ᅪ域自立支援協㆟会、働き・暮らし応援センター会㆟、ປ働広ሗ⣬「滋賀ປ働」、�

県立リハビリテーションセンター࣍ーム࣌ージ㸧�

・ᑵປ支援機関からの┦ㄯ���ゼၥ支援�

� � � � 㸳௳㸦ᝈや障害の理解と事での㓄៖についてや、医療機関へのかかり方について等。㸧�

・ᑵປ⛣行支援ಁ進事業への協力�

ᑵປ⛣行支援ಁ進事業◊修会㸦ദ㸸滋賀県社会ᑵປ事業⯆センター㸧でのㅮᖌ� � �

平成��年�月��᪥㸦㔠㸧�

・会㆟・会等出ᖍ�

� � � � 働き・暮らし応援センター会㆟� 平成��年�月��᪥㸦月㸧�

� �月��᪥㸦月㸧� �

� ��月��᪥㸦月㸧�

� � � ・ᑵປ支援の現状について機関とのሗ�

滋賀県社会ᑵປ事業⯆センター� 平成��年�月��᪥㸦ᮌ㸧�

� 平成��年�月� �᪥㸦月㸧�

� �月��᪥㸦㔠㸧�

県障害⚟♴ㄢ⢭⚄保健⚟♴係� 平成��年�月��᪥㸦ⅆ㸧�

県㞴┦ㄯ支援センター� 平成��年�月��᪥㸦㔠㸧�

県立⢭⚄医療センターࢹイケア� 平成��年�月��᪥㸦ᮌ㸧�

� � � ・ᑵປ支援フ࢛ーラム1,3321����� �ンテーション協力ࢮࣞࣉ・ࢨ

� � � � � � � ㏆Ụ Ἠ㝔のⓎ⾲に係るᡴྜࡏ� 平成��年��月�᪥㸦Ỉ㸧�

� � � � � � � ᑵປ支援フ࢛ーラム1,3321����への協力� 平成��年��月�᪥㸦ᅵ㸧�

�

ճ事業の方向性�

これまでの取組の中で、働き・暮らし応援センター等のᑵປ支援機関からは、身体機能や▱ぬ

認▱機能の状ែが生活や社会的な行動とのように関連しているかを理解するのにᙺ立ち、⎔ቃ

整備や業ົの㑅ᢥを行うことの᰿ᣐとして⏝できるというពぢを㡬ᡝしているが、リハビリテ

ーション専門職とᑵປ支援機関職ဨとの連携機会はᑡない。�

働き・暮らし応援センター等からのಶู┦ㄯに対応しつつ、医療機関等の㏦り出し機関とᑵປ

支援機関の連携がಁ進されるような体制సりを進めていく必要がある。�

�

�
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㸴㸧実施結果�

・平成��年�月まで実施し�ᰯ�名のඣ❺・生ᚐの支援を行った。�

・౫㢗された学ᰯは、ඣ❺・生ᚐが定ᮇ的にཷデしている医療機関のᢸ当リハビリテーション専

門職㸦௨ୗ「リハ専門職」㸧等と実施している学ᰯでの取組に関するሗにおいて、取組

の実効性を㧗めたいと考え、当事業を⏦し㎸まれた。�

・�ᰯとも学ᰯ体のㄢ㢟として取り組み、ゼၥをきっかけに所⟶であるᕷ⏫のᩍ育ጤဨ会と�

も連携してၥ㢟の共᭷を図られた。�

・�ᰯはᩍ育ጤဨ会だけでなく、ᕷの障害⚟♴ㄢ、保健所、┦ㄯ支援事業所が参加して支援に�

対する協㆟のሙをもち、地域のㄢ㢟として取り組まれた。�

�

㸵㸧事業の方向性�

・医療機関のᢸ当リハ専門職に対して、学ᰯ生活ୖのᅔりごとの解ᾘに向けて、ᩍㅍにศかりや

すいሗᥦ౪を行うようಁすとྠに、実㝿に学ᰯでの様Ꮚをぢたୖで、ල体的な助ゝを身㏆

な機関でཷけられるよう、地域の体制సりも必要。�

・この事業対㇟にはධっていないが、㧗等㣴ㆤ学ᰯから౫㢗があった。㧗等㣴ㆤ学ᰯはリハ専門

職の支援をཷけられる事業がなく、今後この事業の対㇟についても᳨ウが必要。�

�

㸦㸶㸧「地域共生社会」を実現するためのリハビリテーション人材育成ࣟࣉジࢡ࢙ト�

� 㸯㸧目� 的�

㏆年、年㱋や障害の᭷↓等にかかわらず、すての人が、その人らしく、それࡒれのᙺを持

ちながら生活できるよう、地域・暮らし・生きがいを共にり㧗めྜうことができる地域共生社

会の実現を目指した取組がồめられている。�

୍方で、地域リハビリテーションとは、あらゆる人々が、住み័れたとこࢁで、そこに住む人々

とともに、୍生Ᏻに、生き生きとした生活が㏦れるよう、医療や保健、⚟♴およࡧ生活にかか

わるあらゆる人々や機関・組⧊がリハビリテーションの立ሙから協力しྜって行うすての活動

をゝい、地域リハビリテーションの推進は、地域共生社会の実現に向けた୍つの方⟇となってい

る。�

今ᅇ、身㏆な地域で、地域リハビリテーションのどⅬを活かした、Ꮚもから㧗㱋者までを対

㇟とした、地域共生社会、地域包括ケアシステムのᵓ⠏に向けた取組がすすめられるよう、ձ地

域で活㌍するリハビリテーション専門職の育成࠙地域リハビリテーション人材育成事業 㸦平成ࠚ

�� 年度㹼㸧、ղᅪ域ࣔࣝࢹ事業の展開㸦平成 �� 年度㹼㸧、ճリハビリテーションの理解ಁ進㸦平

成��年度㹼㸧を実施する。�

�

㸰㸧人材育成協㆟会の開ദ�

ձ人材育成協㆟会の目的�

� � � � � � � 県立リハビリテーションセンターが実施する地域リハビリテーション人材育成事業を行う

にあたり、専門的ぢ地から᭷識者等とのពぢを行うことを目的に、地域リハビリテーショ

ン人材育成協㆟会をタ⨨。
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ղ平成 �� 年度開ദの状況�

� � � � � ࠙➨ � ᅇ会㆟ࠚ�

� � � � � ᪥� � � � 平成 ��年 � 月 �� ᪥㸦月㸧� �����㹼������

� � � � � � 会� � ሙ� � 滋賀県立リハビリテーションセンター◊修ᐊ�

� � � � � � 出ᖍ者ᩘ� � � 名�

� � � � � � ෆ� � ᐜ�

・平成 ��年度地域リハビリテーション人材育成事業の実施ሗ࿌について�

� � � � � � � ・平成 �� 年度地域リハビリテーション人材育成事業の実施計画について�

� � � � � � � ・当事業の計画年㝈後㸦�年後㸧のあり方について�

� � � � �

ճ人材育成協㆟会ጤဨ� �

ጤဨẶ名� � � � � � � � � 所ᒓ�

� � � � � 㸦ᩗ⛠␎・㡰ྠ㸧�

㯞生� ఙ୍� � � � � ୍⯡社団ἲ人滋賀県医ᖌ会�

� � � � � � � � � ୖ� 修平� � � � � ୍⯡社団ἲ人滋賀県㝔協会�

� � � � � � � � � 㕥ᮌ� ⨾㤶� � � � � 公┈社団ἲ人滋賀県理学療ἲኈ会�

� � � � � � � � � ᐑෆ� ྜྷ๎� � � � � ୍⯡社団ἲ人滋賀県స業療ἲኈ会�

� � � � � � � � � బᩜ� ಇ成� � � � � 滋賀県ゝㄒ⫈ぬኈ会�

� � � � � � � � � 㯮ᶫ� ┿ዉ⨾� � � � 県健ᗣ⚟♴事ົ所㸦ᮾ㏆Ụ健ᗣ⚟♴事ົ所㸧�

� � � � � � � � � ᯘ� � 㱟ྐ� � � � � ᕷ⏫行ᨻ㸦Ᏺᒣᕷ健ᗣ⚟♴㒊障害⚟♴ㄢ㸧�

� � � � � � � � � 中ᓥ� ⚽ኵ� � � � � 滋賀県障害者自立支援協㆟会�

� � � � � � � � � ⏣ᮧ� 和ᏹ� � � � � 立㤋学� ⏘業社会学㒊現௦社会学⛉�

� � � � � � � � � 備㓇� ఙᙪ� � � � � ⚄ᡞ学㝔学⥲ྜリハビリテーション学㒊� �

�

㸱㸧地域リハビリテーション人材育成事業�

ձ本◊修事業の目的�

㏆年、㧗㱋者、障害者、ඣ❺等への⥲ྜ的な支援体制のᵓ⠏や地域包括ケアシステ

ムのᵓ⠏に向けてリハビリテーション専門職の専門性がᙉくồめられている。୍方、

理学療ἲኈ、స業療ἲኈ、ゝㄒ⫈ぬኈなのリハビリテーション専門職はᩍ育ㄢ⛬に

おいて、「障害や」に関する専門性を持っているが、地域包括ケアシステムなの

地域リハビリテーションの推進に必要な「地域㈨※なの地域現状の理解」や「地域

とのࢵࢿト࣡ーࢡᵓ⠏」、そして地域でその専門性を活かす「ࢥーࢿࢹート」に関す

るᩍ育をཷけているとはいいがたい。�

そこで、地域リハビリテーションを推進するために、リハビリテーション専門職が

自らの“地域”を理解し、業ົを行うୖで必要となる基♏的な▱識やᢏ⾡を⩦得する

ことにより、地域住民がのライフステージにおいても住みなれたሙ所で暮らし続け

ることができる地域づくりにᐤできるリハビリテーション専門職の育成を目的に事

業を実施する。�

�

�
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ղ平成 �� 年度開ദの状況�

� � � � � ࠙➨ �ᅇ会㆟ࠚ�

� � � � � ᪥� � � � 平成 ��年 � 月 �� ᪥㸦月㸧� �����㹼������

� � � � � � 会� � ሙ� � 滋賀県立リハビリテーションセンター◊修ᐊ�

� � � � � � 出ᖍ者ᩘ� � � 名�

� � � � � � ෆ� � ᐜ�

・平成 ��年度地域リハビリテーション人材育成事業の実施ሗ࿌について�

� � � � � � � ・平成 �� 年度地域リハビリテーション人材育成事業の実施計画について�

� � � � � � � ・当事業の計画年㝈後㸦�年後㸧のあり方について�

� � � � �

ճ人材育成協㆟会ጤဨ� �

ጤဨẶ名� � � � � � � � � 所ᒓ�

� � � � � 㸦ᩗ⛠␎・㡰ྠ㸧�

㯞生� ఙ୍� � � � � ୍⯡社団ἲ人滋賀県医ᖌ会�

� � � � � � � � � ୖ� 修平� � � � � ୍⯡社団ἲ人滋賀県㝔協会�

� � � � � � � � � 㕥ᮌ� ⨾㤶� � � � � 公┈社団ἲ人滋賀県理学療ἲኈ会�

� � � � � � � � � ᐑෆ� ྜྷ๎� � � � � ୍⯡社団ἲ人滋賀県స業療ἲኈ会�

� � � � � � � � � బᩜ� ಇ成� � � � � 滋賀県ゝㄒ⫈ぬኈ会�

� � � � � � � � � 㯮ᶫ� ┿ዉ⨾� � � � 県健ᗣ⚟♴事ົ所㸦ᮾ㏆Ụ健ᗣ⚟♴事ົ所㸧�

� � � � � � � � � ᯘ� � 㱟ྐ� � � � � ᕷ⏫行ᨻ㸦Ᏺᒣᕷ健ᗣ⚟♴㒊障害⚟♴ㄢ㸧�

� � � � � � � � � 中ᓥ� ⚽ኵ� � � � � 滋賀県障害者自立支援協㆟会�

� � � � � � � � � ⏣ᮧ� 和ᏹ� � � � � 立㤋学� ⏘業社会学㒊現௦社会学⛉�

� � � � � � � � � 備㓇� ఙᙪ� � � � � ⚄ᡞ学㝔学⥲ྜリハビリテーション学㒊� �

�

㸱㸧地域リハビリテーション人材育成事業�

ձ本◊修事業の目的�

㏆年、㧗㱋者、障害者、ඣ❺等への⥲ྜ的な支援体制のᵓ⠏や地域包括ケアシステ

ムのᵓ⠏に向けてリハビリテーション専門職の専門性がᙉくồめられている。୍方、

理学療ἲኈ、స業療ἲኈ、ゝㄒ⫈ぬኈなのリハビリテーション専門職はᩍ育ㄢ⛬に

おいて、「障害や」に関する専門性を持っているが、地域包括ケアシステムなの

地域リハビリテーションの推進に必要な「地域㈨※なの地域現状の理解」や「地域

とのࢵࢿト࣡ーࢡᵓ⠏」、そして地域でその専門性を活かす「ࢥーࢿࢹート」に関す

るᩍ育をཷけているとはいいがたい。�

そこで、地域リハビリテーションを推進するために、リハビリテーション専門職が

自らの“地域”を理解し、業ົを行うୖで必要となる基♏的な▱識やᢏ⾡を⩦得する

ことにより、地域住民がのライフステージにおいても住みなれたሙ所で暮らし続け

ることができる地域づくりにᐤできるリハビリテーション専門職の育成を目的に事

業を実施する。�

�

�
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մ実施結果のᴫ要�

㸯㸬応ເ者ᩘ� �� 名� 㸦すての者をཷㅮ可とỴ定とした㸧�

㸦Ϩ㸧ḟ医療ᅪู参加者ෆヂ� � � � � � � � � � 㸦人ཱྀは ��������� �ータで計⟬㸧ࢹ

ᅪ域名� 人ᩘ� 人ཱྀẚ��� 人あたり�� 理学療ἲኈ� స業療ἲኈ� ゝㄒ⫈ぬኈ�

� ὠ� �� ����� �� �� ��

༡� 㒊� �� ����� �� �� ��

⏥� 賀� �� ����� �� �� ��

ᮾ㏆Ụ� �� ����� �� �� ��

†� ᮾ� �� ����� �� �� ��

†� � �� ����� �� �� ��

㧗� ᓥ� �� ����� �� �� ��

県� እ� �� � �� �� ��

ྜ� 計� ��� ����� ��� ��� ��

� � � � ����ͤ県እཷㅮ生については、いずれも県ෆ在住者であり、事業に対する所ᒓ長の理解を得られたためཷㅮ可とした。�

�

㸦ϩ㸧�ົ機関種ู参加者ෆヂ�

㝔㸦成人㸧� ���

㝔㸦⢭⚄㸧� ��

⪁人保健施タ� ��

㏻所リハビリテーション� ��

㏻所ㆤ事業所� ��

デ療所� ��

自立支援施タ� ��

ᒃᏯㆤ支援事業所� ��

行ᨻ機関� ��

�

㸰㸬ཷㅮ者の出ᖍ⋡�

��� � � ����㸣㸦➨㸯ᅇ目㹼➨ ��ᅇ目㸧� �

�

㸱㸬◊修ཷㅮ者の理解度・実㊶度・‶㊊度�

௨ୗのとおりのᩘ್とし、それࡒれのᩘ್は参加者の平ᆒ್とする。�

・理解度㸦㸯理解できなかった�㹼�㸳よく理解できた㸧�

・活⏝度㸦㸯活かࡏない�㹼�㸳すࡄに活かࡏる㸧�

・‶㊊度㸦㸯‶�㹼�㸳ኚ‶㊊㸧�

�

㸦Ϩ㸧➨ �ᅇ㹼➨ �ᅇ、➨ �ᅇ㹼➨ �� ᅇ� � � 㸦ϩ㸧➨ �ᅇ㹼➨ �ᅇ㸦ぢ学実⩦㸧�

�

�

�

理解度� 実㊶度� ‶㊊度�

����� ����� �����

理解度� 実㊶度� ‶㊊度�

����� ����� �����
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մ実施結果のᴫ要�

㸯㸬応ເ者ᩘ� �� 名� 㸦すての者をཷㅮ可とỴ定とした㸧�

㸦Ϩ㸧ḟ医療ᅪู参加者ෆヂ� � � � � � � � � � 㸦人ཱྀは ��������� �ータで計⟬㸧ࢹ

ᅪ域名� 人ᩘ� 人ཱྀẚ��� 人あたり�� 理学療ἲኈ� స業療ἲኈ� ゝㄒ⫈ぬኈ�

� ὠ� �� ����� �� �� ��

༡� 㒊� �� ����� �� �� ��

⏥� 賀� �� ����� �� �� ��

ᮾ㏆Ụ� �� ����� �� �� ��

†� ᮾ� �� ����� �� �� ��

†� � �� ����� �� �� ��

㧗� ᓥ� �� ����� �� �� ��

県� እ� �� � �� �� ��

ྜ� 計� ��� ����� ��� ��� ��

� � � � ����ͤ県እཷㅮ生については、いずれも県ෆ在住者であり、事業に対する所ᒓ長の理解を得られたためཷㅮ可とした。�

�

㸦ϩ㸧�ົ機関種ู参加者ෆヂ�

㝔㸦成人㸧� ���

㝔㸦⢭⚄㸧� ��

⪁人保健施タ� ��

㏻所リハビリテーション� ��

㏻所ㆤ事業所� ��

デ療所� ��

自立支援施タ� ��

ᒃᏯㆤ支援事業所� ��

行ᨻ機関� ��

�

㸰㸬ཷㅮ者の出ᖍ⋡�

��� � � ����㸣㸦➨㸯ᅇ目㹼➨ ��ᅇ目㸧� �

�

㸱㸬◊修ཷㅮ者の理解度・実㊶度・‶㊊度�

௨ୗのとおりのᩘ್とし、それࡒれのᩘ್は参加者の平ᆒ್とする。�

・理解度㸦㸯理解できなかった�㹼�㸳よく理解できた㸧�

・活⏝度㸦㸯活かࡏない�㹼�㸳すࡄに活かࡏる㸧�

・‶㊊度㸦㸯‶�㹼�㸳ኚ‶㊊㸧�

�

㸦Ϩ㸧➨ �ᅇ㹼➨ �ᅇ、➨ �ᅇ㹼➨ �� ᅇ� � � 㸦ϩ㸧➨ � ᅇ㹼➨ �ᅇ㸦ぢ学実⩦㸧�

�

�

�

理解度� 実㊶度� ‶㊊度�

����� ����� �����

理解度� 実㊶度� ‶㊊度�

����� ����� �����

㸲㸬修了者ᩘ㸦⋡㸧�

平成 �� 年度ཷㅮ者の修了者ᩘ� � �� 名㸦����㸣㸧�

� � 平成 �� 年度ᮍ修了の修了者ᩘ� � 名�

㸳㸬ཷㅮ者の◊修体を㏻じての༳㇟㸦事後アンケートより㸧�

◊修体を㏻じての༳㇟㸦1 ��� ᅇ⋡ �����㸣㸧�

յ平成 �� 年度� 滋賀県地域リハビリテーション人材育成◊修ሗ࿌᭩のస成

� 本◊修の目的と㊃᪨、◊修ෆᐜの要㸦ཷㅮ者࣏ࣞートのᢤ⢋をྵむ㸧、本◊修の成

果、ཷㅮ者アンケート結果等をとりまとめてሗ࿌᭩をస成した。�

ն事業の考ᐹと方向性

・今年度も �� 名の定ဨに対して、�� 名のཷㅮᕼ望があったことは、地域づくりや地域リ

ハビリテーション㸦௨ୗ「地域リハ」㸧に関心のあるリハビリテーション専門職㸦௨ୗ

「リハ専門職」㸧が多くᏑ在すると考えられた。また、県እからのཷㅮ⏦㎸もあり、県

እにおいてもྠ様の◊修ࢽーࢬがあることが❚えた。�

・ᨻ⟇や制度についてཷㅮ者のㅮ⩏理解度・‶㊊度は体的にపかった。リハ専門職は

ಶ人に働きかけることが多く、制度やᨻ⟇なの“組み”について考える機会はᑡ

ないことがணされる。ただし、リハ専門職が地域づくりや地域リハを効果的に推進

するためには“組み”についての理解を῝めることや者・職種と“組み”を

ᵓ⠏する力もồめられることが考えられるため、“組み”についての▱識やሗを⥅

続的に得ること、解㔘する力をつける機会が必要である。

・ཷㅮ者の中には後輩育成や学生指ᑟに⧅ࡆることを考えている者もおり、所ᒓする施

タや機関へのἼཬもணされる。当事業の⥅続的な実施が、地域リハに理解を♧すリ

ハ専門職やその機関のቑ加に⧅がることが考えられた。

・県立リハビリテーションセンターは、修了したリハ専門職がのように行動し、地域

リハの推進にᐤしていくのか、またᙼらがᐤするにあたって生じるࣂイアスのศ

ᯒཬࡧ、より効果的にᐤするために必要なことがఱであるのかというⅬについては

今後も⥅続してሗの㞟とศᯒを行っていく必要がある。�

・地域の支えᡭであるリハ専門職は、住民ࡦとりࡦとりの暮らしと生きがい、地域を住

民とともにసっていく社会の実現に必要な職種であると考えている。今ᅇの◊修を㏻

じて、ົする施タや機関で関わる住民㸦ᝈ者や⏝者㸧に対して暮らしと生きがい

研修全体の印象 すでに実践に活かしている行動や活動
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をともに考え効果的な関わりができることに加え、医療・ㆤ領域のみならず、障害

⚟♴領域や⏘業保健なの領域にᐤすること、身㏆な地域での地域づくりへの関

がಁ進されることをᮇᚅしたい。�

�

㸲㸧地域リハビリテーションフ࢛ࣟーアࣉࢵ◊修�

� � � � � 地域リハビリテーション人材育成◊修㸦௨ୗ「人材育成◊修」㸧修了者が、実㝿の地域

リハビリテーション㸦௨ୗ「地域リハ」㸧の推進に㈨する取組に必要な方⟇について学ࡪ

とともに、修了者が実㝿に行っている活動について修了者ྠኈが共᭷し、学ࡧあうことを

㏻じ、ල体的な実㊶への୍助となることを目的として◊修会を開ദした。�

� � � � � ◊修会の開ദにあたり、平成 �� 年度人材育成◊修修了者に対し、◊修を実㊶に活かす

ことができているかのᢕᥱ࠙ձ◊修の評価ࠚ、行ᨻ等と修了生の連携・協働にかかる現状

のᢕᥱ࠙ղ活動状況のᢕᥱࠚを行い、人材育成◊修の評価の୍㒊とするとともに、実㊶さ

れている取り組みを共᭷・Ἴཬしていくためのㄪᰝを行った。�

本◊修については、リハビリテーション専門職と協働する行ᨻ職との共᭷した学ࡧが必

要と考え、行ᨻ職を対㇟とした地域リハビリテーションㄪ整者◊修㸦3��・�� 参↷㸧とව

�。て開ദしたࡡ

�

㸳㸧地域リハビリテーションᅪ域ࣔࣝࢹ事業�

� � � ձ本事業の目的�

特定のᕷ⏫において、地域リハビリテーション人材育成◊修㸦௨ୗ「人材育成◊修」㸧

を修了したリハビリテーション専門職㸦௨ୗ「リハ専門職」㸧が関する中で、ᕷ⏫な

が取り組む事業をより効果的に推し進め、地域包括ケアシステムのᵓ⠏に向けた取り組

みが進められるよう、ࣔࣝࢹ事業を実施する。�

�

� � � � ղࣔࣝࢹ地域�

� � � � � � ⏥賀ᕷ�

�

� � � � ճ取組のᴫ要�

� � � � � � 平成 �� 年度より、人材育成◊修をཷㅮ・修了したリハ専門職、⏥賀ᕷのリハビリテ

ーション⟶ㄢ、地域包括ケアシステムの⟶ㄢ、障害⚟♴⟶ㄢおよࡧ⏥賀健ᗣ⚟♴

事ົ所とともに、本ࣔࣝࢹ事業を活⏝して重Ⅼ的に取り組むෆᐜの᳨ウを行った。その

結果、障害ඣ・者を対㇟とした取り組みについて᳨ウしていくこととなった。�

平成 �� 年度は、⏥賀ᕷ、⏥賀健ᗣ⚟♴事ົ所、⏥賀ᅪ域の人材育成◊修修了者・ཷ

ㅮ者を中心としたリハ専門職との現状の共᭷およࡧ取組の᳨ウを行った。また、ࣔࢹ

ࣝ事業に関連した機関とのㄪ整・ケース࢝ンフࣞンスによる現状のᢕᥱ、取り組

みにかかる࣡ー࢟ンࢢ㒊会の開ദ、ࣟジࣝࢹࣔࢡࢵを⏝いた目的の共᭷と取り組みの

整理も行った。その中で、実施する取組のձ目指す姿、ղ目指す姿実現のためのた

る取り組みのᰕ㸦支援者の育成、取り組みの共᭷と連携の推進、本人・ᐙ᪘の理解ಁ

進㸧、ճ評価指ᶆ、մල体的な取組計画の᳨ウを行った。�

�
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をともに考え効果的な関わりができることに加え、医療・ㆤ領域のみならず、障害

⚟♴領域や⏘業保健なの領域にᐤすること、身㏆な地域での地域づくりへの関

がಁ進されることをᮇᚅしたい。�

�

㸲㸧地域リハビリテーションフ࢛ࣟーアࣉࢵ◊修�

� � � � � 地域リハビリテーション人材育成◊修㸦௨ୗ「人材育成◊修」㸧修了者が、実㝿の地域

リハビリテーション㸦௨ୗ「地域リハ」㸧の推進に㈨する取組に必要な方⟇について学ࡪ

とともに、修了者が実㝿に行っている活動について修了者ྠኈが共᭷し、学ࡧあうことを

㏻じ、ල体的な実㊶への୍助となることを目的として◊修会を開ദした。�

� � � � � ◊修会の開ദにあたり、平成 �� 年度人材育成◊修修了者に対し、◊修を実㊶に活かす

ことができているかのᢕᥱ࠙ձ◊修の評価ࠚ、行ᨻ等と修了生の連携・協働にかかる現状

のᢕᥱ࠙ղ活動状況のᢕᥱࠚを行い、人材育成◊修の評価の୍㒊とするとともに、実㊶さ

れている取り組みを共᭷・Ἴཬしていくためのㄪᰝを行った。�

本◊修については、リハビリテーション専門職と協働する行ᨻ職との共᭷した学ࡧが必

要と考え、行ᨻ職を対㇟とした地域リハビリテーションㄪ整者◊修㸦3��・�� 参↷㸧とව

�。て開ദしたࡡ

�

㸳㸧地域リハビリテーションᅪ域ࣔࣝࢹ事業�

� � � ձ本事業の目的�

特定のᕷ⏫において、地域リハビリテーション人材育成◊修㸦௨ୗ「人材育成◊修」㸧

を修了したリハビリテーション専門職㸦௨ୗ「リハ専門職」㸧が関する中で、ᕷ⏫な

が取り組む事業をより効果的に推し進め、地域包括ケアシステムのᵓ⠏に向けた取り組

みが進められるよう、ࣔࣝࢹ事業を実施する。�

�

� � � � ղࣔࣝࢹ地域�

� � � � � � ⏥賀ᕷ�

�

� � � � ճ取組のᴫ要�

� � � � � � 平成 �� 年度より、人材育成◊修をཷㅮ・修了したリハ専門職、⏥賀ᕷのリハビリテ

ーション⟶ㄢ、地域包括ケアシステムの⟶ㄢ、障害⚟♴⟶ㄢおよࡧ⏥賀健ᗣ⚟♴

事ົ所とともに、本ࣔࣝࢹ事業を活⏝して重Ⅼ的に取り組むෆᐜの᳨ウを行った。その

結果、障害ඣ・者を対㇟とした取り組みについて᳨ウしていくこととなった。�

平成 �� 年度は、⏥賀ᕷ、⏥賀健ᗣ⚟♴事ົ所、⏥賀ᅪ域の人材育成◊修修了者・ཷ

ㅮ者を中心としたリハ専門職との現状の共᭷およࡧ取組の᳨ウを行った。また、ࣔࢹ

ࣝ事業に関連した機関とのㄪ整・ケース࢝ンフࣞンスによる現状のᢕᥱ、取り組

みにかかる࣡ー࢟ンࢢ㒊会の開ദ、ࣟジࣝࢹࣔࢡࢵを⏝いた目的の共᭷と取り組みの

整理も行った。その中で、実施する取組のձ目指す姿、ղ目指す姿実現のためのた

る取り組みのᰕ㸦支援者の育成、取り組みの共᭷と連携の推進、本人・ᐙ᪘の理解ಁ

進㸧、ճ評価指ᶆ、մල体的な取組計画の᳨ウを行った。�

�
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ϫ� ᭦生┦ㄯ係㸦身体障害者᭦生┦ㄯ所㸧業ົの実施状況�

� 身体障害者᭦生┦ㄯ所は、身体障害者の᭦生援ㆤの推進のため、ᕷ⏫が身体障害者に対して援

ㆤを実施するうえでの専門的ᢏ⾡的㒊ศをᢸ当する機関である。�

業ົෆᐜとして、⿵ලのุ定、自立支援⤥㸦᭦生医療㸧の支⤥Ỵ定にあたる協力・援ㆤ、

およࡧ障害者支援施タへのධ所にかかる連⤡ㄪ整なを行う。�

㸯㸬┦ㄯ実施状況�

࠙┦ㄯෆᐜูࠚ�

平成����年度に┦ㄯを実施した実人ဨᩘは�������人で、๓年度にẚ�����人ῶ㸦���㸣㸧で

ある。�

取ᢅ௳ᩘは�������௳で、年度にẚ����௳ῶ㸦���㸣㸧であり、┦ㄯෆᐜでは᭦生医療が

����� ௳㸦�1�9㸣㸧で多くを༨め、ḟいで⿵ලの�����௳㸦����㸣㸧である。�

㸦༢㸸௳㸧

実 人 ဨ ᭦生医療 ⿵  ල ᡭ ᖒ 職 業 施 タ 生 活 そ の  計

᮶ 所 2,669 2,035 600 0 0 34 0 121 2,790

ᕠ ᅇ 39 0 39 0 0 0 0 0 39

計 2,708 2,035 639 0 0 34 0 121 2,829

㸰㸬ุ定実施状況�

� � ุ࠙定ෆᐜูࠚ�

平成 �� 年度にุ定を実施した௳ᩘは ����� ௳で、┦ㄯ௳ 㸦ᩘ᭦生医療・⿵ල㸧の ����㸣

である。�

取ᢅ௳ᩘは๓年度にẚ ��� ௳ῶ㸦���㸣㸧である。ุ定ෆᐜは᭦生医療ཬࡧ⿵ලの�

みであり、᭦生医療が ����㸣を༨める。� �

㸦༢㸸௳㸧�

実 人 ဨ ᭦生医療 ⿵  ල ᡭ ᖒ 職 業 施 タ 生 活 そ の  計

᮶ 所 2,475 1,902 573 0 0 0 0 0 2,475

ᕠ ᅇ 7 0 7 0 0 0 0 0 7

計 2,482 1,902 580 0 0 0 0 0 2,482

− 61 −



㸱㸬ᕷ⏫ูุ定実施状況�

㸦㸯㸧᭦生医療� 㸦ᕷ⏫ู� 障害ู㸧

ุ定実施௳ᩘ ����� ௳のうち、障害ูでは⫥体自⏤が ��� ௳㸦����㸣㸧で᭱も多く、

ḟいで心⮚機能障害の ��� ௳㸦�9�9㸣㸧、⭈⮚機能障害 ��� ௳㸦����㸣㸧であり、� つで体の

����㸣を༨める。どぬ障害においてุ定実⦼はなかった。�

� ᕷ⏫ูのุ定௳ᩘではὠᕷが᭱も多く ��� ௳㸦����㸣㸧ḟいで長ᕷ ��� ௳㸦����㸣㸧、

ᮾ㏆Ụᕷ ��� ௳㸦���㸣㸧である。�

� ᕷ⏫ูの特長では、⫥体自⏤のྜが㧗いのは、長ᕷ㸦�9��㸣㸧、⡿ཎᕷ�������、Ᏺ

ᒣᕷ㸦����㸣㸧である。また、ྜがపいのは㇏㒓⏫㸦����㸣㸧である。�

� 心⮚機能障害のྜが㧗いのは、㇏㒓⏫㸦����㸣㸧で、⭈⮚機能障害については、多賀⏫

㸦�����㸧である。㒆㒊体がุ定௳ᩘに༨めるྜは ���㸣である。�

㸦༢㸸௳㸧

大 津 市

彦 根 市

長 浜 市

近江八幡市

草 津 市

守 山 市

栗 東 市

甲 賀 市

野 洲 市

湖 南 市

高 島 市

東 近 江 市

米 原 市

市 部 計

日 野 町

竜 王 町

愛 荘 町

豊 郷 町

甲 良 町

多 賀 町

郡 部 計

市町名 視覚障害 聴覚障害
音声・言
語 咀 嚼
機能障害

肢 体

不 自 由

心臓機能

障 害

腎臓機能

障 害

免疫機能

障 害

肝臓機能

障　　害

計
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㸱㸬ᕷ⏫ูุ定実施状況�

㸦㸯㸧᭦生医療� 㸦ᕷ⏫ู� 障害ู㸧

ุ定実施௳ᩘ ����� ௳のうち、障害ูでは⫥体自⏤が ��� ௳㸦����㸣㸧で᭱も多く、

ḟいで心⮚機能障害の ��� ௳㸦�9�9㸣㸧、⭈⮚機能障害 ��� ௳㸦����㸣㸧であり、� つで体の

����㸣を༨める。どぬ障害においてุ定実⦼はなかった。�

� ᕷ⏫ูのุ定௳ᩘではὠᕷが᭱も多く ��� ௳㸦����㸣㸧ḟいで長ᕷ ��� ௳㸦����㸣㸧、

ᮾ㏆Ụᕷ ��� ௳㸦���㸣㸧である。�

� ᕷ⏫ูの特長では、⫥体自⏤のྜが㧗いのは、長ᕷ㸦�9��㸣㸧、⡿ཎᕷ�������、Ᏺ

ᒣᕷ㸦����㸣㸧である。また、ྜがపいのは㇏㒓⏫㸦����㸣㸧である。�

� 心⮚機能障害のྜが㧗いのは、㇏㒓⏫㸦����㸣㸧で、⭈⮚機能障害については、多賀⏫

㸦�����㸧である。㒆㒊体がุ定௳ᩘに༨めるྜは ���㸣である。�

㸦༢㸸௳㸧

大 津 市

彦 根 市

長 浜 市

近江八幡市

草 津 市

守 山 市

栗 東 市

甲 賀 市

野 洲 市

湖 南 市

高 島 市

東 近 江 市

米 原 市

市 部 計

日 野 町

竜 王 町

愛 荘 町

豊 郷 町

甲 良 町

多 賀 町

郡 部 計

市町名 視覚障害 聴覚障害
音声・言
語 咀 嚼
機能障害

肢 体

不 自 由

心臓機能

障 害

腎臓機能

障 害

免疫機能

障 害

肝臓機能

障　　害

計

㸦㸰㸧⿵ල� 㸦ᕷ⏫ู� 障害ู㸧

ุ定௳ᩘ ��� ௳のうち、⫥体自⏤が ��� ௳㸦����㸣㸧、ḟいで⫈ぬ障害の ��� ௳㸦����㸣㸧

であり、�つで体の ����㸣を༨める。�

ᕷ⏫ูの௳ᩘでは、ὠᕷが᭱も多く ��� ௳㸦����㸣㸧、ḟいでᮾ㏆Ụᕷの �� ௳㸦����㸣㸧、

㏆Ụඵᖭᕷ �� ௳㸦���㸣㸧である。�

⫥体自⏤のྜが㧗いのは、多賀⏫㸦���㸣㸧、⏥Ⰻ⏫㸦����㸣㸧で、⡿ཎᕷ㸦����㸣㸧、

᪥㔝⏫㸦�����㸧、ឡⲮ⏫�������では⫈ぬ障害のྜが㧗い。㒆㒊体のྜ計は体の ���㸣

である。�

㸦༢㸸௳㸧

大 津 市 ��

彦 根 市 ��

長 浜 市 ��

近江八幡市 ��

草 津 市 ��

守 山 市 ��

栗 東 市 �

甲 賀 市 ��

野 洲 市 ��

湖 南 市 �

高 島 市 �

東 近 江 市 ��

米 原 市 �

市 部 計

日 野 町 �

竜 王 町 �

愛 荘 町 �

豊 郷 町 �

甲 良 町 �

多 賀 町

郡 部 計

市町名 視覚障害 聴覚障害
音声・言
語 咀 嚼
機能障害

肢 体

不 自 由

心臓機能

障 害

腎臓機能

障 害

免疫機能

障 害

肝臓機能

障　　害

྾機能

障害

㞴➼ 計
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㸦㸱㸧⿵ල� 㸦ᕷ⏫ู� 種目ู㸧�

� 種目ูでは、⿵⫈ჾのุ定௳ᩘが᭱も多く ��� ௳㸦����㸣㸧で、そのうちὠᕷが ����㸣、

ᮾ㏆Ụᕷが ����㸣を༨める。�

ḟいで多いのは㌴᳔Ꮚで ��� ௳㸦����㸣㸧、そのうちὠᕷが ����㸣、ᮾ㏆Ụᕷが ����㸣

を༨める。�␒目に多いのはᗙ保持⨨の ��௳㸦����㸣㸧、�␒目に多いのは▷ୗ⫥ලの

�� ௳㸦����㸣㸧である。�種目のྜ計は ��� ௳で体の ����㸣を༨める。�

㸦༢㸸௳㸧�
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⏥
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ᕷ
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ᕷ
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㸦㸱㸧⿵ල� 㸦ᕷ⏫ู� 種目ู㸧�

� 種目ูでは、⿵⫈ჾのุ定௳ᩘが᭱も多く ��� ௳㸦����㸣㸧で、そのうちὠᕷが ����㸣、

ᮾ㏆Ụᕷが ����㸣を༨める。�

ḟいで多いのは㌴᳔Ꮚで ��� ௳㸦����㸣㸧、そのうちὠᕷが ����㸣、ᮾ㏆Ụᕷが ����㸣

を༨める。�␒目に多いのはᗙ保持⨨の ��௳㸦����㸣㸧、�␒目に多いのは▷ୗ⫥ලの

�� ௳㸦����㸣㸧である。�種目のྜ計は ��� ௳で体の ����㸣を༨める。�

㸦༢㸸௳㸧�
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㒊
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㸦㸲㸧⿵⫈ჾ� 㸦ᕷ⏫ู� 種目ู㸧

⿵⫈ჾの種目ูでは、⪥かけᆺが ��� ௳で、体の ����㸣を༨める。重度⏝の �� ௳に対

し、㧗度⏝は ��� ௳でおよそ ���� ಸであるが、長ᕷおよࡧ⏥賀ᕷにおいては重度⏝と㧗度

⏝のྜがྠ等である。体に༨める㒆㒊のྜは ���㸣である。�

㸦༢㸸௳㸧�

ᆺࢺࢵࢣ࣏ ᆺࡅ⪥ ᆺࡅ⪥

大 津 市 3 46 12 1 3 65 1 66

彦 根 市 4 2 2 1 3 12 14

長 浜 市 8 7 15 15

近江八幡市 15 4 1 20 2 22

草 津 市 7 1 3 3 14 1 17

守 山 市 14 1 3 18 1 18

栗 東 市 2 3 1 6 6

甲 賀 市 9 8 17 17

野 洲 市 7 2 9 9

湖 南 市 6 2 1 9 1 9

高 島 市 4 1 5 6

東 近 江 市 3 16 5 1 25 3 25

米 原 市 2 2 3

市 部 計 6 140 4 52 5 6 0 4 217 9 227

日 野 町 6 1 7 7

竜 王 町 1 2 3 1

愛 荘 町 1 2 3 3

豊 郷 町 2 2 4 1 4

甲 良 町

多 賀 町

郡 部 計 0 10 0 5 0 0 0 2 17 1 15

市 町 名
高 ᗘ 㞴 聴 ⏝ 㔜 ᗘ 㞴 聴 ⏝

ᆺ࡞࠶⪥ 㹄㹋ᘧ 㦵ᑟᘧ ࡢࡑ 計

୧⪥

⏝

㸦ே㸧

6 150 234 10 2424 57 5 6 0 6
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㸲㸬年度ู実施状況�

㸦㸯㸧᭦生医療� 㸦年度ู� 障害ู㸧

平成 �� 年における⥲௳ᩘは ����� ௳で、๓年度にẚ㍑して ��� ௳ῶ㸦���㸣㸧である。

ῶᑡのྜは、なものとして⫥体自⏤㸦���㸣㸧、心⮚機能障害㸦���㸣㸧、⭈⮚機能障

害㸦���㸧�である。�

㸦༢㸸௳㸧�

21 0 0 6 650 596 1,495 45 0 0 2,800
22 0 1 9 714 541 490 6 0 0 1,788
23 0 3 7 748 583 519 16 1 1 1,879
24 0 4 7 800 574 585 22 0 0 1,996
25 0 2 7 837 512 522 18 2 0 1,900
26 0 2 7 981 590 585 18 8 0 2,191
27 0 4 5 915 666 633 16 2 0 2,241
28 0 5 8 857 606 597 17 3 0 2,093
29 0 1 10 782 595 599 18 2 0 2,007
30 0 5 5 755 568 548 14 7 0 1,902

ᖺ　ᗘ 視 覚 障 害 聴 覚 障 害
音 声 ・ 言
語 咀 嚼
機 能 障 害

肢 体

不 自 由

心 臓 機 能

障 害

腎 臓 機 能

障 害

免 疫 機 能

障 害

肝臓機能

障　　害

┤ ⭠ ᑠ ⭠

障 害

計

㸦㸰㸧⿵ල� 㸦年度ู� 種目ู㸧

ุ定௳ᩘは๓年度にẚ ��� ௳ῶ㸦��・�㸣㸧実人ဨᩘは ��� 人ῶ㸦����㸣㸧である。

種目ูでは┦対的にῶじた中、特に㢧ⴭなのが、▷ୗ⫥ලが �� ௳ῶ㸦����㸣㸧、㌴᳔Ꮚ

が �� ௳ῶ㸦����㸣㸧であった。�

㸦༢㸸௳㸧�

21 8 27 6 90 8 13 2 3 104 0 233 213 28 14 10 13 16 2 790 728
22 3 27 4 74 20 11 1 1 113 0 243 235 35 21 4 7 11 810 769
23 4 15 6 81 11 8 2 3 57 0 253 241 45 27 4 12 2 771 761
24 3 25 9 68 16 9 0 5 54 0 281 208 47 39 8 13 3 6 794 779
25 3 19 9 102 16 13 1 2 106 1 240 201 31 14 6 8 23 3 798 658
26 3 20 5 107 17 13 1 5 124 1 241 173 39 12 7 9 33 6 816 697
27 4 12 11 136 19 20 2 9 87 0 205 198 26 21 7 11 27 19 814 661
28 2 16 14 127 34 31 6 4 101 1 184 178 18 19 6 12 46 29 828 637
29 0 23 20 111 17 10 2 5 102 0 243 198 23 8 4 10 24 21 821 686
30 1 16 25 65 16 11 4 3 83 0 242 123 15 7 6 6 15 14 652 562

年 度 ⩏ ᡭ ⩏ ㊊
長ୗ ⫥

ල
▷ୗ ⫥

ල
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ୗ ⫥
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㸲㸬年度ู実施状況�

㸦㸯㸧᭦生医療� 㸦年度ู� 障害ู㸧

平成 �� 年における⥲௳ᩘは ����� ௳で、๓年度にẚ㍑して ��� ௳ῶ㸦���㸣㸧である。

ῶᑡのྜは、なものとして⫥体自⏤㸦���㸣㸧、心⮚機能障害㸦���㸣㸧、⭈⮚機能障

害㸦���㸧�である。�

㸦༢㸸௳㸧�

21 0 0 6 650 596 1,495 45 0 0 2,800
22 0 1 9 714 541 490 6 0 0 1,788
23 0 3 7 748 583 519 16 1 1 1,879
24 0 4 7 800 574 585 22 0 0 1,996
25 0 2 7 837 512 522 18 2 0 1,900
26 0 2 7 981 590 585 18 8 0 2,191
27 0 4 5 915 666 633 16 2 0 2,241
28 0 5 8 857 606 597 17 3 0 2,093
29 0 1 10 782 595 599 18 2 0 2,007
30 0 5 5 755 568 548 14 7 0 1,902

ᖺ　ᗘ 視 覚 障 害 聴 覚 障 害
音 声 ・ 言
語 咀 嚼
機 能 障 害

肢 体

不 自 由

心 臓 機 能

障 害

腎 臓 機 能

障 害

免 疫 機 能

障 害

肝臓機能

障　　害

┤ ⭠ ᑠ ⭠

障 害

計

㸦㸰㸧⿵ල� 㸦年度ู� 種目ู㸧

ุ定௳ᩘは๓年度にẚ ��� ௳ῶ㸦��・�㸣㸧実人ဨᩘは ��� 人ῶ㸦����㸣㸧である。

種目ูでは┦対的にῶじた中、特に㢧ⴭなのが、▷ୗ⫥ලが �� ௳ῶ㸦����㸣㸧、㌴᳔Ꮚ

が �� ௳ῶ㸦����㸣㸧であった。�

㸦༢㸸௳㸧�

21 8 27 6 90 8 13 2 3 104 0 233 213 28 14 10 13 16 2 790 728
22 3 27 4 74 20 11 1 1 113 0 243 235 35 21 4 7 11 810 769
23 4 15 6 81 11 8 2 3 57 0 253 241 45 27 4 12 2 771 761
24 3 25 9 68 16 9 0 5 54 0 281 208 47 39 8 13 3 6 794 779
25 3 19 9 102 16 13 1 2 106 1 240 201 31 14 6 8 23 3 798 658
26 3 20 5 107 17 13 1 5 124 1 241 173 39 12 7 9 33 6 816 697
27 4 12 11 136 19 20 2 9 87 0 205 198 26 21 7 11 27 19 814 661
28 2 16 14 127 34 31 6 4 101 1 184 178 18 19 6 12 46 29 828 637
29 0 23 20 111 17 10 2 5 102 0 243 198 23 8 4 10 24 21 821 686
30 1 16 25 65 16 11 4 3 83 0 242 123 15 7 6 6 15 14 652 562

年 度 ⩏ ᡭ ⩏ ㊊
長ୗ ⫥

ල
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ୗ ⫥
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ᗙ 
保 持
 ⨨

║ 㙾 ⿵ ⫈ ჾ そ の  計
┦ ㄯ

実 人 ဨ
㌴ ᳔ Ꮚ

㟁 動
㌴ ᳔ Ꮚ

Ṍ 行 ჾ
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ᛮ ఏ 達
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ᗙ 保持
᳔ Ꮚ

㸳㸬᮶所・ᕠᅇ┦ㄯ実施状況�

⏥賀、†地域でのᕠᅇ┦ㄯの⏝はない状況である。

自Ꮿや学ᰯ等へのゼၥによる┦ㄯがቑ加している。� �

㸦༢㸸௳㸧�

体ࠉ⊫ ぬࠉ⫈ 体ࠉ⊫ ぬࠉ⫈ ⫥ 体 ⫈ ぬ ⫥ 体 ⫈ ぬ ⫥ 体 ⫈ ぬ ⫥ 体 ⫈ ぬ 体ࠉ⊫ ⫈ ぬ 体ࠉ⊫ ぬࠉ⫈ ⫥体 ⫈ぬ

㹆��年 㸲月 � � � � � � � � � � � �

㸳月 � � � � � � � � � � � �

㸴月 � � � � � � � � � � � �

㸵月 � � � � � � � � � � � �

㸶月 � � � � � � � � � � � �

㸷月 � � � � � � � � � � � �

��月 � � � � � � � � � � � �

��月 � � � � � � � � � � � �

��月 � � � � � � � � � � � �

㹆��年 㸯月 � � � � � � � � � � � �

㸰月 � � � � � � � � � � � �

㸱月 � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � �� �

ྜ計 ゼၥ
༡㒊地域 ὠ地域 ⏥賀地域 ᮾ㏆Ụ地域 †ᮾ地域 †地域 㧗ᓥ地域

計ࠉྜ�

年� �月

㸴㸬障害者支援施タධ所ㄪ整状況�

ձ月ู� ⏦㎸・ㄪ整
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 ϭ� そのの事業�

�

㸯㸬専門ࢳーム活動�

㸦㸯㸧㧗ḟ⬻機能障害ࢳーム�

�

�ーム名ࢳ 㧗ḟ⬻機能障害�

�ー名ࢲームリーࢳ ᕝୖᑑ୍㸦医ᖌ㸧�

�ー名ࣂーム࣓ンࢳ బᩜಇ成㸦67㸧� Ώ㎶ᖾᏊ㸦&3㸧� ᮧ⏣Ẽ㸦27㸧� ᭮ᡃ㒊స㸦27㸧� �

ᒣ本⿱Ꮨ㸦37㸧� ᒣ⏣理Ἃ㸦27㸧� 㧗⏣Ἃ⧊㸦37㸧� எᕝு㸦27㸧� �

ᱵᒃዉኸ㸦37㸧� �

活動ෆᐜとその結果�  
本年度は後ᮇ௨㝆の活動となった。 
ームဨ体としての活動はᮇ間ྜ計⣙ࢳ 5間およྛࡧಶ人ᮇ間ྜ計 5

間௨ෆの⠊ᅖで㐙行可能な活動を᳨ウした。�  
かつてのࢳーム活動およࡧእ᮶デ療の୍㒊として行われ᭷⏝性を公⾲

していた㞟団ࢢࣟࣉラムが中᩿されているが、௨๓のࢢࣟࣉラム㐠Ⴀࢽ࣐

ࣗアࣝがあるため、これをᬑཬ可能なᙧែに整備することを本年度の活動

とした。きわめて専門的なᢏ能をồめずに᭷⏝性をもったࢢࣟࣉラムが実

施できることを目ᶆに、ࣗࢽ࣐アࣝをみなおしᬑཬ∧のࣗࢽ࣐アࣝとして

整理を図った。ᬑཬ∧のࣗࢽ࣐アࣝの活⏝について、እ㒊施タに᳨ウの౫

㢗をおこなった。 
�

�

�

�
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㸦㸰㸧㞴ࢳーム�

�

�ーム名ࢳ 㞴ࢳーム�

�ー名ࢲームリーࢳ 中㤿Ꮥᐜ㸦医ᖌ㸧�

�ー名ࣂーム࣓ンࢳ ᒣཱྀⰋ⨾㸦37㸧、⏿ளᕼ௦㸦27㸧、平ᕝᆂᏊ㸦67㸧、すᮧ⨾ᕼ㸦37㸧、�

元᫂Ꮚ㸦27㸧、Ṋ⏣ᗣ平㸦27㸧、ᐑ本ᫀᐶ㸦27㸧、㧗⏣ె⳯㸦3+1㸧�

活動ෆᐜとその結果�

�

㸯㸬ࣃー࢟ンࢯンᝈ者の体᧯リーフࣞࢵトの᳨ウ�

␗の姿ໃンの๓ഴ姿ໃやഃ方への体ᖿのഴきなࢯン࢟ーࣃ

ᖖは、㌿ಽのリスࢡが㧗くなり、᪥ᖖ生活にもᙳ㡪をཬࡰす。�

そのため、㐺ษな姿ໃを⥔持し、$'/、,$'/ をᏳ定した動సで行

うことができるように、᪩ᮇからの自⦎⩦のᑟධを目的とした、

体᧯リーフࣞࢵトを᳨ウした。�

�

�

㸰㸬ࣃー࢟ンࢯンᝈ者の体᧯リーフࣞࢵトのస成�

ୖグ、᳨ウෆᐜから、ୗグのとおりࣃー࢟ンࢯンᝈ者の体᧯リ

ーフࣞࢵトを「ẖ᪥体᧯ࣂージョン㸰」としてస成した。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ͤ滋賀県立リハビリテーションセンター࣍ーム࣌ージにᥖ㍕�

�

�
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�

�ーム名ࢳ 㞴ࢳーム�

�ー名ࢲームリーࢳ 中㤿Ꮥᐜ㸦医ᖌ㸧�

�ー名ࣂーム࣓ンࢳ ᒣཱྀⰋ⨾㸦37㸧、⏿ளᕼ௦㸦27㸧、平ᕝᆂᏊ㸦67㸧、すᮧ⨾ᕼ㸦37㸧、�

元᫂Ꮚ㸦27㸧、Ṋ⏣ᗣ平㸦27㸧、ᐑ本ᫀᐶ㸦27㸧、㧗⏣ె⳯㸦3+1㸧�

活動ෆᐜとその結果�

�

㸯㸬ࣃー࢟ンࢯンᝈ者の体᧯リーフࣞࢵトの᳨ウ�

␗の姿ໃンの๓ഴ姿ໃやഃ方への体ᖿのഴきなࢯン࢟ーࣃ

ᖖは、㌿ಽのリスࢡが㧗くなり、᪥ᖖ生活にもᙳ㡪をཬࡰす。�

そのため、㐺ษな姿ໃを⥔持し、$'/、,$'/ をᏳ定した動సで行

うことができるように、᪩ᮇからの自⦎⩦のᑟධを目的とした、

体᧯リーフࣞࢵトを᳨ウした。�

�

�

㸰㸬ࣃー࢟ンࢯンᝈ者の体᧯リーフࣞࢵトのస成�

ୖグ、᳨ウෆᐜから、ୗグのとおりࣃー࢟ンࢯンᝈ者の体᧯リ

ーフࣞࢵトを「ẖ᪥体᧯ࣂージョン㸰」としてస成した。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ͤ滋賀県立リハビリテーションセンター࣍ーム࣌ージにᥖ㍕�

�
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(DLD: dependent lung disease)
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3. 2010 
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学�会�名� � ➨ �� ᅇ関すがんのリハビリテーション◊✲会�

会� � ᮇ� � 平成 �� 年 �月 �� ᪥㸦ᅵ㸧�

会� � ሙ� � ᾷᕝ࢟リストᩍ㝔� �ࣝ࣌ࣕࢳ

�

�

ங⭢ᘓ⾡ࢢࣟࣉラムについてのㄢ㢟᳨ウ�

�
�

�ᕝୖᑑ୍㸦滋賀県立リハビリテーションセンターۑ 滋賀県立⥲ྜ㝔㸧�

�

࠙目的ࠚஙᡣᘓ⾡におけるリハビリテーション療について᳨ウする�

࠙ங⒴デ療࢞イࢻラインのグ㍕ࠚ᪥本ங⒴学会のங⒴デ療࢞イࢻライン㸦���� 年∧� ➨ �∧㸧では、௨

ୗのグ㍕がある。%4�㸬㐠動はங⒴Ⓨリスࢡをῶᑡさࡏるか㸽� ステート࣓ント㸸・㛢⤒๓ዪ性では

㐠動がங⒴Ⓨリスࢡをῶᑡさࡏるかうかは結ㄽけられない。࢚ࠝビࢹンスࣞࢢーࢻ㸸/LPLWHG�QR�

FRQFOXVLRQ㸦ドᣐ༑ศ㸧ࠞ� ・㛢⤒後ዪ性では㐠動がங⒴Ⓨリスࢡをῶᑡさࡏることはࡰ☜実で

ある。࢚ࠝビࢹンスࣞࢢーࢻ㸸3UREDEOH㸦ࡰ☜実㸧ࠞ� &4�㸬ங⒴ᝈ者に対して身体活動を㧗く⥔持

することは່められるか㸽� 推ዡ㸸・ங⒴デ᩿後の身体活動が㧗いዪ性では㸪Ṛஸリスࢡ・ஙがんṚ

ஸリスࢡがῶᑡすることは☜実である。デ᩿後の身体活動を㧗く⥔持することをᙉく推ዡする。ࠝ推ዡ

のᙉさ㸸�㸪࢚ビࢹンスのᙉさ㸸中㸪ྜព⋡㸸��㸣㸦��㸭��㸧ࠞ�

࠙ஙᡣᘓ⾡についてࠚᘓ⾡㸦ஙᡣ࢜ンࣉࢥラステࢧࢡࢵージࣕリー㸦RQFRSODVWLF�EUHDVW�

VXUJHU\㸹2%6㸧㸧とは、ங⒴の᰿性とங⒴⾡後の整ᐜ性を㏣ồする目的で生まれたᡭ⾡ᡭᢏであり、

ஙᡣษ㝖⾡のஙᡣᘓやஙᡣ Ꮡᡭ⾡のஙᡣᙧ成ᡭ⾡のか㸪⬚ቨྜేษ㝖の⬚ቨᘓなに

よるものである。ஙがんᡭ⾡とྠにᘓするሙྜは୍ḟᘓ、ஙがんᡭ⾡・⿵助療ἲ後にᘓするሙ

ྜはḟᘓ、࢚࢟スࣃンࢲーでのばさずに┤᥋ᘓするሙྜは୍ᮇᘓ、࢚࢟スࣃンࢲーでᣑᙇ後に

┤᥋ᘓするሙྜはᮇᘓとされる。ᘓの方ἲには、自ᐙ組⧊によるもの㸦広⫼➽⓶ᘚ、⭡┤➽⓶

ᘚ㸦᭷ⱼ・㐟㞳㸧、㐟㞳῝ୗ⭡ቨ動⬦䬼㏻ᯞ⓶ᘚ、⬡⫫ὀධ㸦保㝤㐺⏝እ㸧㸧と、インࣉラントを⏝

するものがあり、ᡭ⾡間や特性に㐪いがある。ྜేについては、࢚࢟スࣃンࢲーᤄධ⾡後の ����

㸦��������� ௳㸧であり、うちᢤཤやධれ᭰えを要したは ����㸦��� ௳㸧、ྜ ేのෆヂはឤᰁ ���、

⓶ቯṚ・㞳開 ���、出⾑・⾑⭘・体ᾮ㈓␃ ���、その ���であった。インࣉラントᤄධ⾡後のྜే

は ����㸦�������� ௳㸧であり、うちᢤཤやධれ᭰えを要したは ����㸦�� ௳㸧であった。ྜే

のෆヂはឤᰁ ���㸪⾡後出⾑・⾑⭘ ���㸪⓶ቯṚ・㞳開 ���㸪⨨␗ᖖ・ᅇ㌿ ��㸪その ��㸣であ

った。�

࠙ケアについてのグ㍕ࠚᘓ⾡の⾡後のケアについては、民間のインターࢵࢿトࢧイトではᏳ㟼をඃ先

といったグ㍕でල体的なෆᐜにはஈしい。୍方医療機関のデ療ࣃスなで公開されているものであって

も、現状ではᘓ⾡に特に対応したものはあまりみられないようである。୍方、イࢠリスやࢲࢼ࢝では

ヲ⣽なものがあり、えばࢡࢵ࢜スフ࢛ーࢻ学㝔のᝈ者࢞イࢻには⾡ᘧごと・ᡭ⾡後᪥ᩘごとに㐠

動のෆᐜやὀពⅬについてのグ㍕がある。また、イࢠリスᙧ成・ᘓ・⨾ᐜእ⛉学会とங⭢እ⛉協会に

よる࢞イࢻラインには㘓㒊ศに理学療ἲの࢞イࢲンスが⾡ᘧおよࡧᡭ⾡後᪥ᩘに応じてグ㍕されて

いる。�

᳨࠙ウࠚᘓ⾡は保㝤㐺応が認められている。今後ᘓ⾡⾡ᘧ㸦ḟ・ᮇ、ᘓ方ἲ㸧に応じたࢢࣟࣉラ

ムについて、さらに᳨ウをすすめる必要がある。�
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࠙引⏝ᩥ⊩ࠚ�

᪥本ங⒴学会� ங⒴デ療࢞イࢻライン ��療⦅����� 年∧� ➨ �∧� 㔠ཎ出∧�

᪥本ங⒴学会� ங⒴デ療࢞イࢻライン ��学・デ᩿⦅����� 年∧� ➨ �∧� 㔠ཎ出∧�

7��7RQGX�HW�DO��%UHDVW�UHFRQVWUXFWLRQ�DIWHU�PDVWHFWRP\���(XURSHDQ�-RXUQDO�RI�2EVWHWULFV�	�

*\QHFRORJ\�DQG�5HSURGXFWLYH�%LRORJ\�������KWWSV���GRL�RUJ���������M�HMRJUE�������������

���� 年度ஙᡣᘓ⏝࢚࢟スࣃンࢲー�インࣉラント年ḟሗ࿌� ᪥本ஙᡣ࢜ンࣉࢥラステࢧࢡࢵージࣕ

リー学会� KWWS���MRSEV�XPLQ�MS�PHGLFDO�JXLGHOLQH�GRFV�JDSSHLVKR�����SGI�

3K\VLRWKHUDS\�DGYLFH�DIWHU�EUHDVW�UHFRQVWUXFWLRQ�VXUJHU\��',(3�RU�75$0�IODS��,QIRUPDWLRQ��

)RU� SDWLHQWV��KWWSV���ZZZ�RXK�QKV�XN�SDWLHQW�JXLGH�OHDIOHWV�ILOHV������3UHFRQVWUXFWLRQ�SGI�

3K\VLRWKHUDS\�DGYLFH�DIWHU�EUHDVW�UHFRQVWUXFWLRQ�VXUJHU\��/DWLVVLPXV�'RUVL�IODS��,QIRUPDWLRQ�

IRU�SDWLHQWV��KWWSV���ZZZ�RXK�QKV�XN�SDWLHQW�JXLGH�OHDIOHWV�ILOHV������3SK\VLRWKHUDS\�SGI�

5DLQVEXU\�'��:LOOHWW�$��2QFRSODVWLF�EUHDVW�UHFRQVWUXFWLRQ��JXLGHOLQHV�IRU�EHVW�SUDFWLFH��$%6�

DQG�%$35$6��������

KWWS���ZZZ�EDSUDV�RUJ�XN�GRFV�GHIDXOW�VRXUFH�FRPPLVVLRQLQJ�DQG�SROLF\�ILQDO�RQFRSODVWLF�JXL

GHOLQHV���KHDOWKFDUH�SURIHVVLRQDOV�SGI"VIYUVQ ���

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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*\QHFRORJ\�DQG�5HSURGXFWLYH�%LRORJ\�������KWWSV���GRL�RUJ���������M�HMRJUE�������������
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3K\VLRWKHUDS\�DGYLFH�DIWHU�EUHDVW�UHFRQVWUXFWLRQ�VXUJHU\��',(3�RU�75$0�IODS��,QIRUPDWLRQ��

)RU� SDWLHQWV��KWWSV���ZZZ�RXK�QKV�XN�SDWLHQW�JXLGH�OHDIOHWV�ILOHV������3UHFRQVWUXFWLRQ�SGI�

3K\VLRWKHUDS\�DGYLFH�DIWHU�EUHDVW�UHFRQVWUXFWLRQ�VXUJHU\��/DWLVVLPXV�'RUVL�IODS��,QIRUPDWLRQ�

IRU�SDWLHQWV��KWWSV���ZZZ�RXK�QKV�XN�SDWLHQW�JXLGH�OHDIOHWV�ILOHV������3SK\VLRWKHUDS\�SGI�

5DLQVEXU\�'��:LOOHWW�$��2QFRSODVWLF�EUHDVW�UHFRQVWUXFWLRQ��JXLGHOLQHV�IRU�EHVW�SUDFWLFH��$%6�

DQG�%$35$6��������

KWWS���ZZZ�EDSUDV�RUJ�XN�GRFV�GHIDXOW�VRXUFH�FRPPLVVLRQLQJ�DQG�SROLF\�ILQDO�RQFRSODVWLF�JXL

GHOLQHV���KHDOWKFDUH�SURIHVVLRQDOV�SGI"VIYUVQ ���

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

 
 

 
 

I.  
WHO 1980 
ICIDH International Classification of Impairments, Disabilities and Handicaps 

ICD  
Impairment  
Disability  
Handicap  

 
 

ICF 2001 
International Classification of Functioning, Disability and Health 

 

 
Functioning   
 
II.  

 
 

 
 

15
 

5 1 7
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locomotive syndrome
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2 ADL IADL
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ADL QOL
 

7)

 
2018

8  

2017/10/3

 
 

Frailty
9

10

11  

10

 
 

 
 

1 2012 49 393 401 
2 Donoghue, Orna A. et al.    Using Timed Up and Go and Usual Gait Speed to Predict Incident 
Disability in Daily Activities Among Community-Dwelling Adults Aged 65 and Older. Archives of 
Physical Medicine and Rehabilitation , Volume 95 , Issue 10 , 1954  1961. 2017. 
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3 Stewart TL, Chipperfield JG, Perry RP, Weiner B. Attributing illness to 'old age:' consequences of 
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4 Robertson DA, Savva GM, King-Kallimanis BL, Kenny RA (2015) Negative Perceptions of Aging 
and Decline in Walking Speed: A Self-Fulfilling Prophecy. PLOS ONE 10(4): e0123260. 
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7 2009.7 
8 Effect of exercise on cancer-related fatigue: a meta-analysis. Tomlinson D1, Diorio C, Beyene J, 
Sung L. Am J Phys Med Rehabil. 93. 675-86. 2014. 
9 2014.5 
10 sarcopenia&Frality 46. 279-285. 2009. 
11 Makizako H,et al. Impact of physical frailty on disability in community-dwelling older adults: a 
prospective cohort study. BMJOpen. 2015;5:e008462. doi:10.1136/bmjopen-2015-008462 

− 87 −



 
 

 
 

 
 

− 88 −



 
 

 
 

 
 

− 89 −



− 90 −



− 91 −



− 92 −



 

− 93 −



 

− 94 −



 

− 95 −



 
 

 
 

 
 

− 96 −



 
 

 
 

 
 

2016 7
2017 2

 

− 97 −



− 98 −



 

 1   2   2  2  2  4
 3  5  6

1 2
3 4
5 6

18

 

 
( )

(
)

20 9  

3-4 2-3

 

1

1-2
 

− 99 −



1-2
 

− 100 −



1-2
 

− 101 −



− 102 −



 
 

 
 

 
 

 
2016 7

 
1994 2003

2040
 

 
76 80000

1

6 GDP

 

− 103 −



Ṍ行の障害� Ѝ� ⦎⩦� Ѝ� やはり↓理・・とか、多様な状況があるのが実㝿であり、いずれも㝖や

ྰ定されるものではない。つまり、「わかりやすい目ᶆのタ定と改ၿをはかる」ことだけでいいのだࢁ

うか。 
そうではなく、᪥ᖖの生活㸦㝈定的な ADL でなく㸧と参加に、もしどⅬをあてるとすると、᪥ᖖ生

活や社会というのは、いࢁいࢁなことが重なっていて、ྠじことの⧞り㏉し� かつ� ᖖにኚわるものあ

り、定እ・ணእは㑊けられず、いいことがあればᝏいこともある・・ようなとこࢁであって、そこ

での生活と参加を目指すと、「「☜実でල体的な目ᶆ」に対する࣡ン࣏イントのධ」ではリハビリテ

ーションにはならないと考えられる。ᬑ㏻の生活を、というときに、ᬑ㏻とは平ᆒ的なこと、かもしれ

ないが、ᬑ㏻とは続くことでもあり、しかもそれはኚしながら続くことである。その間に、あるはず

でないこと㸦ᬑ㏻でないこと㸧がおき、それは、ᮇᚅするᖾࡏ、そして、ないとᛮっているኳ⅏なが

そこにはある。 
計画や目ᶆをたてるのは、それ自体が目的ではなく、そのస業からఱを生み出ࡏるか、やってもやれ

ないことはあるかもしれないけ、それでもやってみる、というような䭊⸨㸽とあきらめない行動のた

めではないだࢁうか。そして、その⥅続㸦㐣ཤからの⧞り㏉し㸧の中にᮍ᮶がᏑ在しているのではない

だࢁうか。� といったことから、やはり、わかりにくく、⟅えは完⎍にはないものの、それをồめてい

る、ということこと 
ある⏨性が⬻᱾ሰⓎ後に⤒㦂された生活について、事ᥦ♧をみていただき、ࣝࢢー࣡ࣉーࢡでは、

「暮らしづらさがあること」をᛕ㢌に⨨いて、暮らしよい社会に向けてうしていくといいか、を考え

てみていただきたい。 
 
のまとめࢡー࣡ࣉーࣝࢢ 2㸧㸸 
・ᐙ᪘の中でᙺを持つことが地域共生社会の出Ⓨ。・ಶ人として自ศの目ᶆタ定しດ力し、それが

社会㈉⊩につながっていくとよい。・人それࡒれ生活⎔ቃは㐪うし価್ほの㐪いもあるが、そうゆうこ

とにᕥྑされずに認めあうことができれば共生社会に㏆づいていくのではないか。・リハビリして、こ

れからう生きたいのか考えることがษだとឤじた。・それࡒれの㐪いを認めྜうということがษ。

㐪いを認めるってむつかしい。・㐪いを㐪いとศかったୖで、それを㝖するのではなくてチしあえる

社会が生きやすいのではないか。 
 
 
引⏝ᩥ⊩ 
1㸧� Armin Falk and Johannes Hermle. Relationship of gender differences in preferences to 
economic development and gender Equality. Science. 362 (6412), eaas9899. 2018. 
2 㸧 医 療 ⚟ ♴ ・ 在 Ꮿ ┳ 取 り の 地 域  㐀 会 ㆟ ㏻ ಙ � ➨ 㸴 㸴 ྕ

http://mitori.siga.jp/cms_mitori/wp-content/uploads/2019/03/42216ee3539c72ce1cd2dce4880fd043
.pdf� 2019.3 
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ឤ じ る� ��� ���� 学 �ࡪ ��� ����

行 う� ��� ���� ▱ る� ��� ����

▱ る� �� ���� 活 か す� ��� ����

ồ め る� �� ���� 広 ࡆ る� ��� ����

関 わ る� �� ���� 持 つ� ��� ����

働 く� �� ���� ゝ う� ��� ����

�

࠙考ᐹとまとめࠚ�

� � 本◊修会では、地域を理解し、地域リハのりᙺとなる中᰾人材の育成が目的であった。そのた

め、࢝リࣗ࢟ラムస成においても、保健医療⚟♴を取りᕳくᅜ・県の方向性や現状の理解から、ཷㅮ

生自身が働く身㏆な地域のアセス࣓ントとそれに応じた行動立等、ᅇを重ࡡるごとにཷㅮ生の体

的な学ࡧをㄏう組み立てをព識した。�

ẁ㝵的自ᕫ学⩦ࣔࣝࢹ ��において、自ᕫ学⩦の成長㐣⛬が � ẁ㝵㸦౫Ꮡ的なࣞࣝ࣋Ѝ⯆あるࣞ࣋

ࣝЍᡴち㎸むࣞࣝ࣋Ѝ自ᚊ的なࣞࣝ࣋㸧で♧されている。�

今ᅇ、ཷㅮ๓後の࣏ࣞートグ㏙をテ࢟ストศᯒしたことで、ཷㅮ後により能動的とᤊえられるㄒྃ

のቑ加がぢられたことから、当ึ◊修目的としたࡡらいをある⛬度‶たす成果が得られたと考えられ

る。�

また、今後、それࡒれのཷㅮ生に◊修修了後の現在の実㊶状況等をㄪᰝし、◊修ෆᐜの᭦なるࣈラ

を行うとともに、ྛ々の実㊶を共᭷、Ἴཬしていく取り組みを進めていきたいと考えてࣉࢵシࣗアࢵ

いる。�

࠙ᩥ� �ࠚ⫣ �

㸯㸧ᮧ᫂ᚨ㸸�

地域リハビリテーションの定⩏改定について㸦地域リハ 9RO����12������� 年 � 月㸧�

㸰㸧*URZ�*HUDOG�2�㸸�

7HDFKLQJ�OHDUQHUV�WR�EH�VHOI�GLUHFWHG�$GXOW�HGXFDWLRQ�TXDUWHUO\��������������������
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ABSTRACT: [Purpose] To verify factors related to the survival period after discharge of 

postoperative digestive tract cancer patients. [Participants and Methods] We analyzed 62 patients 
undergoing a postoperative rehabilitation program for digestive tract cancer patients. For physical 
function evaluation, hand grip strength, knee extension manual muscle strength, peak flow, one-leg 
standing time, 10-minute walking test, continuous walking distance, and the Functional 
Independence Measure were evaluated before and after surgery. We examined the statistical 
associations between the survival period after discharge and age, the preoperative body function, 
rate of change of each physical function, duration of postoperative hospital stay, rehabilitation 
intervention period, and cancer stage. [Results] The survival period after discharge significantly 
correlated with the rate of change in left handgrip strength, postoperative hospitalization days, 
rehabilitation intervention days, and cancer stage. [Conclusion] The left hand grip strength change 
from before to after surgery correlated with the survival period after discharge in postoperative 
digestive 
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＜発行＞ 令和元年 9 月 

滋賀県立リハビリテーションセンター 

●医療部門、支援部門（相談・支援係、事業推進係） 

〒524-8524 守山市守山 5 丁目 4-30 

TEL 077-582-8157 FAX 077-582-5726 

●支援部門（更生相談係） 

    〒525-0072 草津市笠山 7 丁目 8-138 

    （長寿社会福祉センター別館福祉用具センター内） 

    TEL 077-567-7221 FAX 077-567-7222 

ホームページ http://www.pref.shiga.lg.jp/rehabili/ 
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